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武

島

良

成

　
【
要
約
】
　
本
論
は
、
日
本
占
領
下
の
ビ
ル
マ
に
つ
く
ら
れ
た
東
亜
青
年
連
盟
（
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
…
）
の
検
討
を
通
じ
、
東
南
ア
ジ
ア
占
領
の
意
義
付
け
に

　
提
言
を
な
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
組
織
を
中
心
に
論
ず
る
が
、
ま
ず
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
が
＝
兀
化
さ
れ
た
命
令
系
統
を
持
ち
、
制
度

　
化
の
進
ん
だ
、
五
～
六
万
人
の
人
気
あ
る
大
組
織
と
な
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
成
長
過
程
と
共
に
分
析
す
る
。
さ
ら
に
同
組
織
が
、
戦
後
は
パ
サ
パ
ラ
の
最

　
有
力
組
織
の
一
つ
と
な
り
、
そ
の
対
英
闘
争
を
支
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ア
ウ
ソ
サ
ン
ら
ビ
ル
マ
側
民
族
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
が
認
め
る
よ
う
に
、
戦
前

霧
霧
鐘
講
騨
蝶
理
倣
鶴
漢
耀
総
で
あ
．
た
、
す
れ
響
の
古
つ
騰
鍔
諺
大
姦
転
た
、

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
占
領
が
現
地
側
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
一
華
に
脱
植
民
地
化
の
衝
撃
を
与
え
た
か
否
か
の
解
明
は
、
太
平

洋
戦
争
の
意
義
付
け
に
と
っ
て
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
現
代
日
本
人
の
生
き
方
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
つ
き
あ
い
方
が
内
胞
さ
れ
た
問
題
で
も
あ

り
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
本
側
道
史
料
は
原
則
的
に
焼
却
さ
れ
て
い
る
上
、
現
地
側
の
一
次
史
料
も
、
内
戦
に
突
入
し
た
地
域

が
多
く
政
情
不
安
の
影
響
も
あ
り
、
客
観
性
と
普
遍
性
を
具
備
し
た
も
の
は
限
ら
れ
て
く
る
。
さ
ら
に
国
家
機
密
に
関
わ
る
部
分
も
多
い
た
め
、
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一
定
レ
ベ
ル
以
上
に
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
討
議
の
隆
盛
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
礎
と
な
る
べ
き
実
態
把
握
・
実
証
的
検
討
が

十
分
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
本
論
は
、
こ
の
テ
ー
マ
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
す
べ
く
、
日
本
占
領
下
の
ビ
ル
マ
に
つ
く
ら
れ
た
東
亜
青
年
連
盟
（
ビ
ル
マ
で
は
一
般
に

ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
と
呼
ば
れ
る
）
の
活
動
に
注
目
し
つ
つ
、
日
本
の
ビ
ル
マ
占
領
と
独
立
運
動
と
の
関
係
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

こ
の
分
野
が
、
歴
史
学
が
本
格
的
に
扱
う
べ
き
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
実
態
把
握
i
歴
史
叙
述
自
体
に
も
重
点
を
置
く
。

ま
た
、
あ
く
ま
で
一
里
塚
と
し
て
の
研
究
で
あ
り
、
日
本
占
領
の
全
体
的
な
評
価
を
一
挙
に
行
う
も
の
で
は
な
い
（
そ
の
試
み
は
、
コ
ン
テ
ク
ス

ト
抱
握
の
途
上
で
あ
る
現
研
究
段
階
で
は
大
変
困
難
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
日
本
占
領
期
の
ビ
ル
マ
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
、
古
く
は
ケ
イ
デ
ィ
ー
、
ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
、
大
野
徹
氏
ら
の
論
稿
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
論
文
を
修
正
し
た
テ
ー
ラ
ー
、
資
料
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
根
本
敬
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
占
領
時
代

に
約
一
万
人
の
自
前
の
軍
隊
が
ビ
ル
マ
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
ビ
ル
マ
軍
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ま
で
政
権
へ
の
足
掛
か
り
を
ほ
と

ん
ど
持
た
な
か
っ
た
タ
キ
ン
党
が
力
を
得
、
現
地
側
の
代
表
的
政
治
勢
力
と
な
っ
た
こ
と
は
、
最
低
限
認
め
ら
れ
て
い
る
。
が
、
住
民
へ
の
心

的
影
響
の
程
度
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
証
明
が
困
難
な
課
題
で
あ
り
、
万
人
を
納
得
さ
せ
得
る
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

僅
か
一
万
の
軍
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
政
治
的
衝
撃
と
称
す
べ
き
か
と
い
う
判
断
か
ら
、
日
本
占
領
時
代
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
」
よ
り
も
、
一
九

三
〇
年
代
か
ら
の
畏
族
運
動
と
の
繋
が
り
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
と
の
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
と
し
て
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ビ
ル
マ
を
題
材
と
し
た
研
究
が
根
本
的
に
不
足
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
時
期
を
限
定
せ
ず
、
可
能
な

限
り
実
証
性
の
高
い
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
長
期
的
目
標
と
す
る
。
そ
の
中
で
今
回
は
日
本
占
領
期
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
れ
は
、

①
史
料
を
読
み
進
め
て
い
る
と
、
日
本
占
領
期
自
体
の
政
治
的
意
味
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期

に
、
国
軍
だ
け
で
な
《
五
～
六
万
の
青
年
が
、
ア
シ
静
、
ル
ー
ゲ
ー
と
い
う
、
愛
国
独
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
強
い
統
制
力
を
持
つ
一
組
織

　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
下
に
編
成
さ
れ
（
そ
れ
も
半
ば
は
日
本
側
の
意
図
に
基
づ
き
）
、
し
か
も
そ
れ
が
、
後
に
パ
サ
パ
ラ
の
対
英
独
立
闘
争
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
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の
で
あ
る
。
ま
た
、
②
日
本
占
領
期
の
「
変
化
」
の
解
明
は
、
地
下
活
動
の
時
期
が
あ
り
一
次
史
料
が
残
り
に
く
い
戦
前
の
タ
キ
ン
ら
の
運
動

を
、
逆
に
意
義
付
け
ら
れ
る
可
能
性
を
持
つ
か
ら
で
も
あ
る
。

　
な
お
突
き
詰
め
れ
ば
、
こ
の
青
年
運
動
の
検
討
は
、
タ
キ
ソ
党
が
何
故
に
権
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
解
明
す
る
糸
口
と
な
る
。
ま
た
、

初
期
パ
サ
パ
ラ
の
権
力
基
盤
の
究
明
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
（
そ
こ
か
ら
は
、
戦
後
ビ
ル
マ
が
歩
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
歴
史
的
必
然
性
が
展
望
で
き
る
）
。

な
お
、
タ
キ
ン
党
の
政
権
掌
握
は
、
①
既
に
イ
ギ
リ
ス
は
ビ
ル
マ
に
将
来
の
自
治
領
付
与
を
約
束
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
履
行
の
保
障
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
い
主
権
移
護
の
約
束
が
、
実
際
に
、
し
か
も
早
期
に
実
現
し
た
こ
と
。
②
自
治
領
が
完
全
独
立
に
な
っ
た
こ
と
（
そ
の
最
大
の
意
義
は
、
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

リ
ス
の
経
済
権
益
が
回
収
さ
れ
た
こ
と
）
。
③
G
C
B
A
系
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
下
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
社
会
主
義
体
制
が
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
、
の
三
点
で
特
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
活
動
に
、
日
本
の
意
図
が
直
接
、
間
接
に
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
を

分
析
す
る
こ
と
は
、
特
に
日
本
史
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ビ
ル
マ
側
の
史
書
で
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
に
ふ
れ
た
も
の
に
は
、
三
年
に
わ
た
り
委
員
長
を
務
め
た
ウ
…
・
バ
ジ
ャ
ン
の
短
い
回

　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

想
記
（
五
頁
の
も
の
）
や
、
軍
事
政
権
の
御
用
学
者
と
評
さ
れ
る
マ
ウ
ン
マ
ウ
ン
の
著
書
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ご
く
簡
単
に
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ

ー
の
沿
革
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
根
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　
史
書
と
し
て
の
価
値
が
高
い
の
は
、
一
九
八
四
年
に
編
纂
を
終
え
た
『
ア
シ
ニ
ア
シ
ャ
タ
イ
ッ
ル
ー
ゲ
ー
ミ
ャ
ー
ア
シ
ー
ア
ヨ
ウ
ン
・
タ
マ

　
⑫

イ
ン
・
一
九
四
二
～
一
九
四
五
』
（
東
ア
ジ
ア
洲
青
年
連
盟
・
歴
史
－
以
後
、
『
タ
岬
、
イ
ソ
』
と
記
す
）
で
あ
る
。
同
書
冒
頭
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
一
九

八
○
年
か
ら
元
の
本
部
常
任
委
員
・
県
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
ら
を
中
心
に
始
め
ら
れ
た
同
事
業
が
、
八
二
年
に
は
国
家
主
席
の
ネ
ウ
ィ
ン
直
々

の
編
纂
指
示
を
与
え
ら
れ
、
八
四
年
に
完
成
し
た
と
あ
る
。
た
だ
し
、
政
府
側
の
検
閲
作
業
の
途
中
で
八
八
年
の
政
変
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

同
書
は
原
稿
の
ま
ま
（
事
業
自
体
が
停
止
）
お
蔵
入
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
根
本
敬
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
御
厚
意
で
、
再
コ
ピ
ー
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
勿
論
同
書
に
は
、
軍
事
政
権
正
当
化
の
意
図
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
大
部
の
記
述
は
根
拠
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
を
鵜
呑
み
に

73　（229）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
で
き
な
い
。
が
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
規
則
や
、
本
部
と
支
部
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
わ
し
た
文
書
な
ど
の
一
次
史
料
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
が
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
厳
密
な
典
拠
の
提
示
は
な
く
と
も
、
そ

紙表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
他
の
史
料
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
歴
史
像
と
の
矛
盾
は

例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
な
－
、
組
織
に
と
・
采
蕃
と
も
い
え
る
妻
も
記
さ
れ
・
な

却
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
全
磐
客
纏
が
高
い
・
そ
の
た
め
・
参
考
資
料
と
し
て
用
い

『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
欧
米
や
目
本
の
研
究
者
の
中
で
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
最
も
詳
し
い
検
討
を
な
し
た
の
が
、
一
九
六
六
年
の
ギ
ュ
ヨ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ト
の
論
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
次
史
料
の
使
用
は
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
が
、
元
メ
ン
バ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
主

論
拠
に
、
約
一
〇
頁
を
割
い
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
史
料
的
限
界
の
た
め
暫
定
的
提
言
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
人
気
・
広
域
的
地
域

展
開
の
指
摘
は
、
一
応
は
ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
の
成
果
だ
と
い
え
る
。
が
、
そ
の
後
は
、
そ
れ
以
上
に
深
い
検
討
を
な
し
た
論
考
は
見
当
た
ら
ず
、
た

ま
に
概
説
書
が
取
り
上
げ
る
時
に
も
、
そ
の
意
義
付
け
は
半
ば
ヤ
マ
カ
ン
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
で
は
、
『
タ
マ
イ
ン
』
所
収
分
な
ど
ビ
ル
マ
側
一
次
史
料
、
ま
た
日
本
・
イ
ギ
リ
ス
側
の
一
次
史
料
や
新
聞
類
を
活
用
し
、
さ
ら
に
二

次
史
料
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
ビ
ル
マ
で
七
八
人
、
B
本
で
一
〇
人
に
行
っ
た
）
の
成
果
を
補
助
的
に
使
う
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
外
史
で
そ
の
内

容
紹
介
を
行
う
）
。
そ
し
て
、
可
能
な
限
り
実
証
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
も
あ
る
た
め
、
今
回
は
ア
シ
ャ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ゲ
ー
の
沿
革
紹
介
を
意
識
し
つ
つ
、
組
織
分
析
を
中
心
に
な
す
こ
と
と
す
る
（
活
動
分
析
一
軍
事
講
習
・
ナ
シ
・
ナ
リ
ズ
ム
講
習
・
対
日
協
力
活
動

な
ど
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
）
。

　
①
　
本
論
の
蓑
記
は
、
現
地
語
読
み
に
近
づ
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
が
、
歴
史
　
　
　
　
　
用
語
と
し
て
確
定
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
、
そ
の
習
慣
に
従
っ
て
用
い
て
い
る
。

等噸㈱a8あ一品鱒略・・勉読・・＆8お・謬’

@　　　　　　　　　　．　誌　　　　　　　　　　　　　離

@　　　　　　　　　　　　諺》，　風
@　　　　　　　　　　　　翰　　　　　　　　　　　　　　隣

@　　　　　　　　　o鋤塁8／

@　　　　　　　　oe亨」一つe亨0

R。G卿翁（価鰻。。瞬鵠噛錦
@　　　　　　　（。・り響δ）

・’ ｰ£喉槻・q霞鹸顯。お・㎎8簾㎝層阜。噌芭”r嚇唖・皐…。お。ε8塾蒔笥嘆’レ
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東亜膏年連盟（アシャルーゲー）の成長とビルマ独立への影響（武島）

　
（
「
ビ
ル
マ
」
と
い
う
の
も
歴
史
用
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
）
。
ま
た
、
原
表
記

　
を
重
視
し
、
イ
ギ
リ
ス
式
、
目
本
式
に
読
ん
だ
部
分
も
あ
る
。

②
東
亜
青
年
連
盟
は
、
ビ
ル
マ
語
で
正
式
に
は
、
霧
ぎ
’
霧
冨
●
臼
罵
（
東
ア
ジ

　
ァ
洲
）
ど
需
ヨ
望
帥
”
（
若
者
達
）
①
毘
…
ω
望
。
自
μ
輔
（
連
盟
）
－
σ
Φ
ヨ
㊤
コ
㊤
ぎ
σ
q
㊤
＝
（
ビ

　
ル
マ
国
）
と
訳
さ
れ
る
。
た
だ
し
一
般
に
は
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
と
略
称
さ
れ
、

　
ア
シ
ャ
の
一
雷
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
な
お
こ
の
名
称
は
、
正
式
に

　
は
四
五
年
九
月
に
、
全
ビ
ル
マ
青
年
連
盟
（
〉
鵠
じ
σ
p
言
轟
＜
2
難
い
鶏
σ
q
雌
。
）
ビ

　
ル
マ
語
で
は
σ
o
ヨ
潤
（
ビ
ル
マ
）
霧
冒
σ
q
p
巳
。
奮
”
ω
．
躰
冒
受
9
（
全
国
関
係
の
）

　
写
需
ヨ
《
辞
（
若
者
達
）
ω
。
。
一
”
。
《
o
＝
三
（
連
盟
）
、
と
改
称
さ
れ
た
（
通
常
、
バ

　
ラ
サ
と
略
称
さ
れ
る
）
。

③
羽
男
O
帥
身
．
．
〉
霞
ω
8
曙
。
剛
三
〇
儀
①
ヨ
ご
⇔
p
罵
雪
占
．
．
δ
q
。
。
”
O
o
島
。
犀
ご
コ
学

　
く
。
叢
ξ
…
賢
弾
O
曙
g
、
．
目
7
。
勺
。
一
三
。
灸
日
∋
嵩
g
o
h
梓
9
』
巷
雪
。
ω
。

　
○
。
8
二
二
9
。
門
ご
σ
舞
口
髭
、
、
一
㊤
①
9
く
包
①
q
巳
〈
興
ω
凶
隠
…
大
野
徹
「
ビ
ル
マ
国

　
軍
史
」
（
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
八
巻
二
、
三
、
四
号
、
一
九
七
〇
・
七
一
年
）
、

　
「
ビ
ル
マ
共
産
党
の
足
跡
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
二
一
巻
三
号
、
一
九
七
四
年
）
。

④
　
多
端
．
8
騨
≦
o
門
．
b
⇔
費
ヨ
暁
貯
け
冨
〉
馨
や
欝
の
。
一
ω
け
≦
鍵
．
一
㊤
。
。
ρ
ぎ
〉
■

　
竃
。
O
o
《
、
、
ω
o
葺
｝
お
霧
け
〉
。
。
一
p
彗
α
角
け
ぎ
智
鳴
器
。
。
o
O
8
ロ
風
呂
。
一
肩
．
．
”
＜
三
Φ

　
¢
該
く
。
話
瞬
ξ
o
Q
o
葺
剛
さ
ρ
緯
〉
ω
智
o
Q
ε
岳
霧
．

⑤
　
根
本
敬
「
ビ
ル
マ
近
・
現
代
史
研
究
に
お
け
る
「
日
本
占
領
期
」
の
扱
わ
れ
方
」

　
（
『
東
南
ア
ジ
ア
・
歴
史
と
文
化
』
一
四
号
、
一
九
八
中
年
）
や
「
ビ
ル
マ
の
民
族

　
運
動
と
日
本
」
（
『
近
代
日
本
と
植
民
地
』
六
、
一
九
九
三
、
岩
波
書
店
）
。
氏
の

　
日
本
占
領
期
観
は
、
論
文
ご
と
に
微
妙
な
差
異
が
あ
っ
た
。
「
ビ
ル
マ
の
民
族
運

　
動
と
臼
本
」
　
…
一
六
頁
で
は
、
日
本
占
領
の
「
ビ
ル
マ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
へ

　
の
影
響
は
、
玉
本
の
意
國
と
無
関
係
に
タ
キ
ソ
党
が
興
隆
し
た
こ
と
と
、
（
四
一

　
万
の
）
軍
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
「
尽
き
よ
う
」
と
の
袋
現
で
、
占
領
の
影
響
の

　
相
対
化
も
な
さ
れ
て
い
る
。
が
、
現
在
で
は
、
氏
は
こ
の
他
に
も
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ

　
一
に
よ
る
「
イ
γ
パ
ク
ト
」
に
も
注
目
し
よ
う
と
し
て
お
り
（
「
害
毒
地
ナ
シ
ョ
ナ

　
リ
ス
ト
と
総
選
挙
」
（
『
A
A
言
語
文
化
研
究
㎞
四
八
・
四
九
合
併
号
、
一
九
九
五

　
年
、
九
六
頁
）
、
そ
の
点
で
は
筆
者
と
見
解
は
～
致
し
て
い
る
。

⑥
　
勿
論
、
そ
れ
は
戦
前
か
ら
の
罠
族
運
動
・
学
生
運
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
が
、

　
制
度
化
の
進
展
・
組
織
の
拡
大
・
軍
事
訓
練
の
施
行
と
い
う
点
で
、
独
自
に
意
義

　
付
け
ら
れ
る
。

⑦
普
通
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
人
民
自
由
連
盟
と
訳
さ
れ
る
。
当
初
、
委
員
長
は
ア
ゥ

　
ン
サ
ン
、
勲
自
記
長
は
タ
キ
ン
・
タ
ン
ト
ゥ
ン
。

⑧
イ
ギ
リ
ス
は
、
篤
二
寛
大
戦
時
に
イ
ン
ド
に
約
し
た
自
治
導
入
を
、
戦
後
は
弾

　
圧
立
法
1
ー
ロ
ー
ラ
ッ
ト
法
で
踏
み
に
じ
っ
た
「
前
科
」
が
あ
る
。

⑨
　
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
経
済
権
益
を
残
す
こ
と
に
尽
力
し
、
四
四
年
宋
決
定
の
ブ

　
ル
ー
ブ
リ
ン
ト
で
は
英
系
企
業
の
復
活
を
優
先
し
、
匹
八
年
の
独
立
付
与
時
に
も
、

　
資
本
や
軍
権
の
残
置
に
力
を
入
れ
、
実
際
一
時
は
そ
れ
に
成
功
し
て
い
た
。

⑩
　
、
目
6
＞
雛
切
霞
ヨ
餌
崎
8
夢
ピ
＄
σ
Q
器
、
お
q
G
。
㌧
冒
．
．
じ
コ
舞
§
斜
．
．
H
一
拶
前
掲

　
ケ
イ
デ
ィ
ー
論
文
が
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

⑪
¢
竃
碧
謎
窯
碧
護
．
、
野
毒
血
雲
鳥
○
窪
㊦
蛋
翼
。
≦
ぎ
、
、
ち
⑦
P
＞
。
。
欝

　
℃
呂
蕾
露
コ
σ
q
出
。
器
。
…
．
、
じ
d
辻
三
。
器
Z
p
匡
8
9
鋒
ヨ
。
く
①
ヨ
①
葺
ω
吊
雲
O
占
逡
○
。
－
、

　
　
㊤
O
Q
ゆ
　
囲
（
冨
O
㊤
α
P
一
〇
℃
賃
σ
一
一
〇
暫
二
〇
コ
ω
・

　
　
　
輸

⑫
タ
マ
イ
ン
（
（
け
陣
μ
O
ヨ
帥
一
一
μ
”
噂
）
は
歴
史
の
意
。
ペ
ー
ジ
番
号
は
八
六
七
ま
で
付
さ

　
れ
て
い
る
が
、
前
書
き
や
折
り
込
み
、
写
真
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
　
｝
○
○
○
頁

　
近
い
分
量
に
な
る
。
ま
た
、
六
〇
九
頁
以
降
は
資
料
編
、
八
五
穴
頁
以
降
に
は
編

　
纂
グ
ル
ー
プ
・
編
纂
執
行
機
関
員
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
所
収
の
原
史
料

　
は
そ
の
コ
ピ
ー
も
含
め
、
現
在
、
元
副
委
員
長
の
ウ
ー
・
チ
ョ
ー
ミ
ソ
が
保
管
と

　
の
こ
と
。

⑬
筆
者
は
そ
の
後
、
元
編
纂
グ
ル
ー
プ
の
ウ
ー
・
タ
ン
ト
ゥ
ン
、
ド
ー
・
イ
…
チ

　
ェ
イ
ン
に
会
い
、
彼
ら
の
所
持
本
と
コ
ピ
ー
と
を
突
き
合
わ
せ
、
問
一
内
容
で
あ

　
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

⑭
田
辺
寿
夫
、
根
本
両
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
の
軍
事
政
権
は
そ
の
正
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統
性
を
、
国
軍
が
、
国
罠
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
フ
ァ
シ
ス
ト
臼
本
」
と
戦
っ
た

　
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
『
タ
マ
イ
ン
』
も
、
国
民
と
軍
が
一
体
と
な
り
対
日
蜂
起

　
に
立
ち
上
が
っ
た
と
の
記
述
を
、
ヤ
マ
場
と
し
て
い
る
。

⑮
　
一
部
の
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
…
が
組
織
の
方
針
転
換
に
反
対
し
て
や
め
た
こ
と
、

　
そ
の
方
針
転
換
が
、
バ
モ
オ
へ
の
対
抗
と
い
う
政
争
に
因
っ
て
い
た
こ
と
、
泰
緬

　
鉄
道
の
労
務
者
駆
り
出
し
に
協
力
し
た
こ
と
な
ど
。

＠
　
ビ
ル
マ
方
面
軍
が
四
三
年
九
月
に
、
占
領
政
策
の
概
要
を
陸
軍
省
に
報
告
し
た

　
冊
子
。
B
本
で
は
防
衛
庁
戦
史
部
な
ど
が
所
蔵
。
筆
者
の
引
用
は
、
特
記
の
な
い

　
限
り
一
三
〇
一
＝
二
＝
貝
に
よ
る
。

⑰
　
主
活
動
は
、
パ
ラ
ソ
ガ
ー
ダ
ン
（
体
・
知
・
徳
∴
財
・
愛
の
力
）
向
上
の
ト
レ

　
…
晶
ン
グ
、
公
共
奉
仕
、
軍
事
訓
練
、
泰
緬
鉄
道
の
労
務
者
募
集
、
軍
人
（
B
D

　
A
の
）
募
集
な
ど
。
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第
㎜
章
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
組
織

第
一
節
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
設
置

　
A
　
設
置
の
経
緯

ア
シ
・
†
ゲ
！
は
・
死
四
二
美
育
に
発
足
し
や
そ
の
経
緯
を
ま
ず
『
タ
マ
イ
ソ
』
か
ら
辿
麺
と
・
「
ヒ
ラ
ヤ
マ
（
馬
下
E
・
A
の

水
上
支
隊
長
、
三
月
に
戦
死
－
以
下
括
弧
内
は
筆
者
の
調
査
に
よ
る
）
」
「
ナ
ガ
ユ
（
永
代
。
軍
属
と
し
て
B
I
A
入
り
）
」
「
カ
ワ
ウ
チ
（
川
内
。
軍
属
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
B
エ
A
入
り
、
の
ち
軍
政
部
員
に
）
」
「
ト
モ
ダ
（
友
田
。
チ
ェ
ン
マ
イ
領
事
館
員
か
ら
軍
政
部
員
に
）
」
ら
の
日
本
人
が
、
ラ
ン
グ
ー
ン
大
学
学
生
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

盟
の
元
委
員
長
の
コ
ゥ
・
バ
ジ
ャ
ン
と
出
会
い
、
ま
た
協
議
し
て
、
日
本
の
青
年
団
の
活
動
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
青
年
組
織
の
設
置
を
検
討
し

た
の
が
発
端
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
同
書
は
さ
ら
に
、
三
月
に
は
バ
ジ
ャ
ン
が
ア
ウ
ソ
サ
ン
や
タ
キ
ン
ー
ミ
ャ
、
タ
キ
ン
・
タ
ン
ト
ゥ
ン
、
タ
キ
ソ
・
コ
ゥ
ド
フ
マ
イ
ン
ら
タ
キ

ン
党
の
主
要
幹
部
と
会
談
し
、
戦
時
下
の
住
民
へ
の
奉
仕
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
全
員
が
合
意
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
ト
モ
ダ
と
カ
ワ
ウ
チ
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
の
を
承
知
し
、
五
月
初
め
に
第
一
五
軍
軍
政
部
（
の
ち
七
月
二
五
日
に
軍
政
監
督
に
な
る
）
総
務
部
長
の
中
田
大
佐
と
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
、
そ
の
認
可
を
得
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
タ
ン
ト
ゥ
ン
や
パ
ジ
ャ
ン
、
カ
ワ
ウ
チ
ら
が
規
則
を
起
草
し
（
原
史
料
に
は
、
タ
ソ
ト
ゥ
ン
、
パ
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
⑥

ン
、
フ
ラ
マ
ウ
ン
、
ト
モ
ダ
、
ビ
カ
ワ
が
署
名
）
、
六
月
二
八
日
の
開
会
式
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
だ
と
い
う
。
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⑦

　
一
方
、
四
四
年
初
頭
ま
で
顧
問
を
務
め
た
友
田
光
男
氏
の
回
想
記
で
は
、
圏
月
初
め
に
永
代
氏
を
訪
ね
て
き
た
バ
ジ
ャ
ン
と
初
め
て
嵐
会
い
、

川
内
氏
も
含
め
て
新
し
い
青
年
運
動
を
興
す
べ
く
タ
キ
ソ
党
員
や
学
生
運
動
家
、
青
年
向
上
組
織
関
係
老
に
呼
び
掛
け
、
五
月
末
に
は
中
田
大

佐
の
許
可
を
得
た
と
さ
れ
、
話
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
氏
は
、
タ
ン
ト
ゥ
ソ
や
コ
ゥ
・
ト
ゥ
ソ
フ
ラ
（
ア
ゥ
ソ
サ
ソ
の
副
官
）
ら
と
討

議
を
重
ね
た
と
も
記
し
て
お
り
、
ア
シ
ャ
が
当
初
か
ら
タ
キ
ン
の
上
級
幹
部
と
強
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
『
タ
マ
イ
ン
』
の
記
述
を
裏
付
け

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
設
置
の
直
接
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
正
規
軍
に
所
属
し
な
い
日
本
人
と
、
ビ
ル
マ
側
の
タ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ソ
や
学
生
運
動
系
統
の
活
動
家
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
一
方
で
、
『
タ
マ
イ
ソ
』
自
体
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
青
年
団
を
設
け
る

こ
と
は
、
当
時
日
本
が
一
般
的
に
行
っ
て
い
た
政
策
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
は
、
本
国
の
大
日
本
青
少
年
団
を
初
め
と
し
て
、
満
州
や
中

国
に
も
こ
の
よ
う
な
戦
争
協
力
の
た
め
の
青
年
組
織
を
つ
く
っ
て
お
り
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
は
そ
の
ビ
ル
マ
版
で
あ
り
、
い
ず
れ
こ
の
種
の
青

年
組
織
は
設
置
さ
れ
る
必
然
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
B
　
日
本
側
の
設
置
目
的

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
種
の
「
心
身
の
鍛
練
」
を
目
指
す
青
年
組
織
の
例
を
見
つ
つ
、
B
本
側
の
設
置
目
的
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
大
陸
で
は
、
当
初
は
雑
多
な
青
年
団
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
満
州
で
は
協
和
青
年
団
、
中
国
で
は
新
民
会
青
年
団
に
統
合
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
き
、
南
方
占
領
地
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
リ
バ
ピ
青
年
団
や
ジ
ャ
ワ
青
年
団
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ス
ポ
：
ツ
や
勤
労
奉

仕
・
竹
槍
訓
練
が
な
さ
れ
た
が
、
各
女
の
青
年
団
に
は
対
日
協
力
の
「
尖
兵
」
と
し
て
、
住
民
全
体
を
動
か
す
率
先
団
体
と
し
て
の
役
割
が
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
若
者
が
新
た
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
注
入
し
易
く
、
活
動
的
で
も
あ
る
た
め
に
、
占
領
政
策
で
利
用
価

　
　
　
　
　
　
　
⑪

値
が
高
い
と
の
発
想
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
設
黒
し
た
臼
南
側
の
狙
い
が
、
機
密
史
料
で
あ
る
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
「
（
現
地
人
）
青
年
ヲ
シ
テ
挙
ゲ
テ
大
東
亜
戦
争
二
協
力
セ
シ
メ
、
且
ツ
全
原
住
民
ノ
推
進
母
体
タ
ラ
シ
ム
」
た
め
、
ま
た
「
全
角
旬
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原
住
民
ノ
戦
時
思
想
ノ
善
導
二
重
メ
ル
」
た
め
だ
と
。
つ
ま
り
、
か
な
り
露
骨
に
対
揖
協
力
の
率
先
組
織
と
し
て
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
終
戦
直
後
に
第
一
復
員
局
で
作
製
さ
れ
た
「
ビ
ル
マ
軍
政
の
概
要
」
で
は
、
「
独
立
ビ
ル
マ
の
中
堅
層
養
成
の
趣
旨
で
」

設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
、
『
朝
日
』
四
二
年
六
月
二
九
日
に
も
、
「
新
興
ビ
ル
マ
の
尖
兵
」
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
ビ
ル
マ
軍

政
史
」
の
記
述
を
含
め
、
い
ず
れ
の
史
料
か
ら
も
、
青
年
層
に
指
導
さ
せ
な
が
ら
住
民
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
日
本
側
の
意
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
窺
え
る
。
そ
の
引
っ
張
る
方
向
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
の
た
め
の
協
力
態
勢
へ
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
開
戦
当
日
に
日
本
政
府
が
取
り
決
め
た
「
日
英
米
戦
争
二
対
ス
ル
情
報
宣
伝
方
策
大
綱
」
や
、
四
二
年
一
一
月
一
七
日
に
閣
議
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

さ
れ
た
「
報
道
、
啓
発
及
宣
伝
（
対
敵
ヲ
含
ム
）
機
能
ノ
刷
新
二
関
ス
ル
件
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
は
こ
の
戦
争
が
長
期
化
す
る
と
の
見

通
し
を
立
て
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
将
来
の
「
大
東
亜
の
担
い
手
」
た
る
青
少
年
に
、
国
内
・
国
外
共
に
重
点
を
置
い
た
「
教
化
」
を
目
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
い
た
と
い
う
面
も
あ
る
。
例
え
ば
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
で
も
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
か
ら
日
本
に
留
学
生
を
派
遣
し
た
の
は
、
「
将
来
有
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ナ
ル
指
導
者
タ
ル
ヲ
期
待
セ
ラ
ル
」
た
め
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
グ
レ
ー
タ
ー
エ
イ
ジ
ア
』
で
も
、
ビ
ル
マ
の
未
来
は
若
者
に
か
か
っ
て
お

り
、
ア
シ
ャ
の
活
動
で
は
そ
れ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
（
四
三
年
三
月
七
日
）
、
ア
シ
ャ
の
幹
部
は
、
近
い
将
来
菓
亜
の
た
め
に
働
く
良
い
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
だ
ろ
う
（
同
日
）
、
ア
シ
ャ
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
な
次
の
世
代
が
、
新
ビ
ル
マ
の
防
衛
隊
で
あ
る
（
一
一
月
一
六
日
）
な
ど
と
、
ア
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
ビ
ル
マ
の
将
来
を
担
う
こ
と
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
ト
ゥ
ー
リ
ャ
』
四
四
年
一
二
月
＝
＝
日
に
見
ら
れ

る
、
ア
シ
ャ
第
二
回
会
議
で
の
本
部
委
員
会
の
発
表
で
も
、
次
の
時
代
に
ビ
ル
マ
を
担
う
歯
釜
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
、
再
確
認
さ
れ
、
謳

わ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
活
動
目
的
が
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
規
則
」
と
し
て
成
文
化
さ
れ
た
際
に
は
、
日
本
側
の
露
骨
な
政
治
的
要
求
が
突
出
し
て
記
載
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
音
は
隠
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
規
則
の
冒
頭
（
第
一
条
第
二
・
三
項
）
で
は
、
組
織
の
大
方
針
が
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
①
ビ
ル
マ
の
独
立
・
進
歩
の
た
め
、
各
人
が
滅
私
的
に
国
に
奉
仕
す
る
。
②
国
民
の
進
歩
の
た
め
に
講
習
会
を
行
い
、
ま
た
図

書
館
を
開
く
。
③
奉
仕
活
動
を
行
う
。
④
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
・
国
民
と
の
協
調
・
交
流
を
な
す
。
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第
二
節
　
上
級
幹
部
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
次
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
中
継
員
と
な
っ
た
本
部
常
任
委
員
、
県
（
カ
ヤ
イ
ソ
）
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
性
格
分
析
を

行
う
。

　
A
　
本
部
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
ま
ず
、
本
部
委
員
会
を
構
成
す
る
各
部
と
そ
の
資
任
者
で
あ
る
が
、
『
タ
マ
イ
ソ
』
資
料
編
所
収
の
本
部
の
発
給
文
書
か
ら
は
、
書
記
長
（
コ

ゥ
・
ニ
ー
レ
ー
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
長
（
コ
ゥ
・
キ
ソ
ソ
ー
、
コ
ゥ
．
テ
イ
ソ
ゥ
イ
ン
）
、
　
ニ
ャ
ナ
バ
ラ
部
長
（
コ
ゥ
・
バ
シ
ン
）
、
女
性
部
長
、
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

部
長
（
コ
ゥ
・
ト
ゥ
ン
フ
ラ
）
な
ど
の
陣
容
が
断
片
的
に
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
『
タ
マ
イ
ン
』
は
各
部
と
そ
の
長
官
の
変
遷
を
、
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
根
拠
は
、
直
接
に
は
四
二
年
時
の
一
同
の
集
合
写
真
（
、
ハ

ジ
ャ
ン
以
下
｝
二
人
）
が
掲
げ
ら
れ
る
程
度
で
、
細
か
な
提
示
は
な
い
（
他
部
所
で
は
、
『
、
ミ
ャ
ン
マ
ア
リ
ン
』
四
三
年
＝
一
月
「
七
、
一
八
日
、
四
四
年

九
月
二
日
、
『
ト
ゥ
ー
リ
ヤ
』
同
年
一
二
月
三
一
日
に
見
ら
れ
る
人
事
が
示
さ
れ
て
い
る
）
。
が
、
前
記
の
本
部
発
給
文
書
や
友
田
回
想
記
に
記
さ
れ
る
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

太
田
常
蔵
氏
の
記
す
四
四
年
三
月
地
点
の
人
事
、
あ
る
い
は
『
グ
レ
ー
タ
ー
エ
イ
ジ
ア
』
四
四
年
八
月
三
一
日
の
記
事
と
も
ほ
ぼ
陣
容
が
一
致

す
る
の
で
、
信
用
に
足
る
と
い
え
る
。

　
同
書
は
、
発
足
当
初
、
委
員
長
（
．
ハ
ジ
ャ
ソ
）
、
副
委
員
長
、
会
計
、
体
育
担
当
な
ど
一
一
人
（
う
ち
三
人
は
タ
キ
ソ
の
名
を
冠
す
。
ま
た
書
記
長
の

コ
ゥ
．
ニ
ー
レ
ー
は
タ
キ
ン
・
タ
ン
ト
ゥ
ン
の
弟
）
が
役
職
に
就
い
た
と
し
、
そ
の
す
ぐ
後
の
第
一
回
改
編
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
一
〇
人
を
経

歴
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
確
実
に
元
の
学
生
運
動
の
関
係
者
と
判
断
で
き
る
の
が
五
人
、
非
学
生
運
動
系
の
民
族
運
動
関
係
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
判
断
で
き
る
の
が
二
人
で
あ
る
。

　
こ
の
四
二
年
時
の
本
部
常
任
委
員
の
う
ち
、
四
五
年
時
ま
で
そ
の
地
位
を
保
ち
続
け
る
の
は
、
バ
ジ
ャ
ン
、
ニ
ー
レ
ー
と
、
コ
ゥ
・
テ
イ
ン

ゥ
イ
ン
の
三
人
で
あ
る
。
『
タ
マ
イ
ン
』
は
、
ビ
ル
マ
軍
入
り
な
ど
の
た
め
、
委
員
を
や
め
る
者
も
多
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
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バ
ジ
ャ
ン
以
下
が
手
取
り
足
取
り
教
育
し
た
県
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
…
を
逆
に
本
部
に
迎
え
、
常
任
委
員
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
B
　
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
、
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
講
習
に
つ
い
て
の
『
タ
マ
イ
ン
』
の
記
述
は
詳
し
い
。
各
地
に
支
部
を
つ
く
る
た
め
に
、
奉
仕
活
動
の
経
験

煮
人
道
煮
繋
な
者
を
二
〇
人
集
め
・
四
二
年
七
旦
九
日
か
ら
本
部
（
耳
茸
ヤ
ン
ゴ
ン
）
で
二
ヶ
月
の
馨
を
鴛
た
と
い
や
（
リ
ス

ト
を
見
る
と
、
年
齢
は
二
一
か
ら
三
二
歳
、
ほ
ぼ
高
卒
か
大
卒
者
）
。
続
い
て
二
二
人
が
九
月
末
か
ら
第
二
次
の
講
習
を
受
け
、
　
一
二
月
中
旬
に
は
卒

　
　
　
　
　
㊧

業
し
た
と
い
う
。
こ
の
講
習
は
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
が
記
す
、
四
二
年
八
月
か
ら
の
二
回
に
わ
た
る
「
指
導
者
の
訓
練
」
に
相
当
す
る
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ら
れ
る
。
ま
た
太
田
常
蔵
氏
の
記
す
、
地
方
に
派
遣
す
る
三
十
人
（
メ
ン
バ
…
を
集
め
る
役
目
）
へ
の
幹
部
講
習
、
『
グ
レ
ー
タ
ー
エ
イ
ジ
ア
』
四

三
年
三
月
七
日
の
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
の
地
方
派
遣
・
支
部
設
置
と
の
記
事
、
友
田
回
想
記
も
こ
の
講
習
の
存
在
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
『
タ
マ
イ
ン
』
を
頼
り
に
そ
の
講
習
内
容
・
講
習
方
法
や
特
徴
を
記
す
と
、
以
下
の
点
を
指
摘
で
き
る
。
①
講
習
は
、
、
本
部
常
任
委
員
（
．
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ャ
ン
ら
）
が
直
接
行
い
、
朝
か
ら
晩
ま
で
懸
命
に
行
っ
た
。
②
講
習
内
容
は
、
組
織
の
運
営
法
、
バ
ラ
ソ
ガ
ー
ダ
ン
（
体
．
知
．
徳
・
財
．
愛
の

力
）
や
愛
国
心
の
強
化
、
体
操
、
ス
ピ
ー
チ
の
や
り
方
、
福
祉
事
業
の
行
い
方
な
ど
。
③
こ
の
講
習
で
、
本
部
常
任
委
員
と
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ

ー
の
間
に
、
強
固
な
仲
間
意
識
・
絆
が
で
き
た
。
実
際
、
『
タ
マ
イ
ン
』
編
纂
前
か
ら
、
元
の
本
部
常
任
委
員
と
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
自
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

的
に
集
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
両
者
は
確
か
に
強
い
絆
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
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第
三
節
地
方
支
部
の
設
置
・
拡
大

次
に
、
地
方
支
部
の
設
置
・
拡
大
の
過
程
を
見
て
み
よ
う
。

　
A
地
方
支
部
の
設
置

ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
規
則
第
一
五
条
で
は
、
支
部
設
置
に
関
し
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
（
第
一
項
）
本
部
は
多
数
の
支
部
を
全
国
に

つ
く
る
。
（
第
二
項
）
本
部
か
ら
責
任
者
を
二
人
ず
つ
派
遣
し
、
支
部
で
は
他
に
何
人
か
幹
部
を
選
ぶ
。
（
第
三
項
）
支
部
の
委
員
会
の
構
成
は
、
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委
員
長
、
副
委
員
長
、
会
計
、
書
記
、
カ
ヤ
バ
ラ
担
当
、
図
書
担
当
な
ど
。
（
第
五
項
）
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
二
人
の
う
ち
一
人
は
書
記
に
、

も
う
一
人
は
カ
ヤ
バ
ラ
担
当
に
な
る
。
一
実
際
こ
の
規
則
に
基
づ
き
、
第
二
節
で
見
た
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
、
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
支
部
を

つ
く
っ
た
。
友
田
、
太
田
前
掲
書
や
『
グ
レ
ー
虚
妄
エ
イ
ジ
ア
』
四
三
年
三
月
七
日
も
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
ま
た
『
タ
マ
イ
ソ
』
も

よ
り
具
体
的
に
誰
を
ど
こ
に
派
遣
し
た
か
を
記
し
て
い
る
。

　
岡
書
は
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
第
一
次
講
習
生
の
う
ち
一
八
人
を
、
四
二
年
九
月
に
、
マ
ソ
ダ
レ
1
、
ニ
ャ
ウ
ン
シ
ュ
エ
、
タ
ウ
ン
グ
ー
、

ピ
ィ
、
ヒ
ン
ダ
タ
ー
、
ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
、
ピ
ャ
ー
ポ
ウ
ソ
、
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ソ
、
ダ
ー
ウ
ェ
の
九
つ
の
町
に
二
人
ず
つ
（
一
人
は
書
記
、
一
人
は

カ
ヤ
バ
ラ
担
当
）
派
遣
し
た
と
し
て
、
全
員
の
名
を
記
し
て
い
る
（
根
拠
に
は
『
、
・
・
ヤ
ン
マ
ア
リ
ソ
』
九
月
二
日
が
あ
げ
ら
れ
、
資
料
編
に
は
そ
の
際
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

任
命
書
と
推
薦
書
が
断
収
）
。
そ
の
際
、
た
だ
で
家
を
貸
し
て
も
ら
う
な
ど
住
民
の
協
力
が
あ
り
、
ま
た
日
本
の
軍
政
機
構
や
憲
兵
の
協
力
を
得

て
、
一
〇
月
ま
で
に
開
設
に
成
功
し
た
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
第
二
次
講
習
生
の
う
ち
一
九
人
が
四
二
年
末
に
、
バ
ー
モ
ー
、
シ
ュ
エ
ボ
ゥ
、

ザ
ガ
イ
ソ
ー
、
モ
ウ
ソ
ユ
ワ
ー
、
ミ
ソ
ジ
み
、
ソ
、
ピ
ソ
マ
ナ
ー
、
ミ
ソ
ブ
ー
、
ハ
ソ
タ
ー
ワ
デ
ィ
ー
、
イ
ン
セ
イ
ソ
、
タ
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
、
モ
ー

ラ
ミ
ャ
イ
ン
、
ピ
ィ
の
各
町
に
派
遣
さ
れ
、
支
部
を
開
設
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
も
原
則
的
に
一
人
が
書
記
、
一
人
が
カ
ヤ
バ
ラ
担
当
に
な
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
B
　
地
方
支
組
織
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
『
タ
マ
イ
ソ
』
に
よ
れ
ば
、
ア
シ
ャ
の
四
二
年
末
の
メ
ン
バ
ー
数
は
、
僅
か
一
五
〇
〇
人
だ
っ
た
と
い
う
（
根
拠
は
示
さ
れ
ず
）
。
そ
れ
が
、

四
二
年
一
二
月
に
、
パ
モ
オ
を
長
と
す
る
ウ
ン
ダ
ソ
組
織
（
民
防
衛
団
ま
た
は
警
防
隊
）
が
設
け
ら
れ
た
た
め
に
、
自
分
達
の
組
織
の
意
味
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

く
な
・
る
と
心
配
し
て
、
対
抗
上
急
速
な
拡
張
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
支
部
を
細
か
く
設
置
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
町
に
限
定
せ
ず
村
に
も
支
部
を
置
く
、
大
き
な
都
市
に
は
区
ご
と
に
支
部
を
置

く
、
書
記
や
カ
ヤ
バ
ラ
担
当
者
を
地
方
で
雇
っ
て
も
よ
い
、
派
遣
し
て
い
た
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
県
全
体
を
請
け
負
う
一
な
ど
の
規
定
が
導

入
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
『
ミ
ャ
ン
マ
ア
リ
ン
』
四
三
年
三
月
四
日
目
捻
、
人
数
綱
限
、
支
部
昏
昏
が
解
か
れ
、
大
拡
張
を
行
う
旨
の
発
表
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が
な
さ
れ
た
。

　
『
タ
マ
イ
ソ
』
は
な
お
、
三
月
に
は
メ
ン
バ
ー
が
三
一
七
八
人
、
支
部
は
四
〇
に
な
り
、
県
レ
ベ
ル
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
担
当
分
け
も
な

さ
れ
た
と
す
る
（
新
体
制
の
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
…
一
覧
は
二
一
善
心
、
一
三
五
頁
に
あ
り
）
。
そ
し
て
六
月
に
は
一
〇
五
支
部
、
一
万
一
〇
〇
〇
人
以
上

に
成
長
し
た
と
い
う
（
た
だ
し
全
て
根
拠
な
し
）
。
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第
四
節
組
織
統
制
に
つ
い
て

　
最
後
に
、
地
方
支
部
が
ど
の
よ
う
に
統
轄
さ
れ
た
か
、
日
本
側
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

　
A
　
支
組
織
統
制
の
強
化

　
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
規
則
」
第
三
条
で
は
、
本
部
常
任
委
員
会
に
は
「
組
織
の
細
か
な
仕
事
」
ま
で
取
り
決
め
る
権
利
が
付
与
さ
れ
、
ま
た

第
一
七
条
で
は
、
支
部
の
移
転
、
廃
止
、
役
職
か
ら
の
永
久
追
放
を
指
令
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
中
央
部
の
専
権
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
が
、
第
二
四
条
で
は
、
本
部
常
任
委
員
会
は
あ
く
ま
で
暫
定
組
織
で
あ
り
、
四
二
年
七
月
一
日
か
ら
一
年
半
を
担
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
問
に
規
則
を
現
実
に
合
わ
せ
て
修
正
し
、
ま
た
支
部
の
委
員
長
と
書
記
長
ら
を
招
い
て
全
国
会
議
を
開
き
、
選
挙
で
常
任
委
員
を
選

び
直
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
『
タ
マ
イ
ン
』
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
戦
争
遂
行
と
い
う
悪
条
件
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
会
議
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
暫
定
組
織
で
あ
る
は
ず
の
本
部
常
任
委
員
会
の
統
制
力
は
、
次
第
に
強
化
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
実
際
、
本
部
発
給
の
命
令
書
を
見
て
い
く
と
、
漸
次
細
臼
が
取
り
決
め
ら
れ
、
支
部
統
制
の
強
化
が
進
ん
だ
と
い
え
る
。
ま
ず
『
タ
マ
イ
ン
』

が
画
期
的
命
令
と
評
す
る
四
三
年
六
月
五
β
の
第
八
・
九
号
指
令
（
全
文
一
五
ヶ
条
が
収
録
）
で
は
、
支
部
が
本
部
に
連
絡
・
報
告
す
る
文
書
の

内
容
と
様
式
が
細
か
く
指
示
さ
れ
、
ま
た
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
巡
回
し
て
査
察
す
る
際
に
支
部
が
協
力
す
る
こ
と
、
支
部
が
集
め
た
年
会
費

の
半
分
と
寄
付
金
の
四
分
の
一
を
本
部
に
送
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
タ
マ
イ
ソ
』
に
は
、
こ
の
時
期
、
中
央
か
ら
の
派
遣

者
が
つ
く
っ
た
も
の
の
み
が
、
支
部
と
認
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
四
三
年
＝
一
月
二
八
日
に
本
部
が
支
部
に
送
っ
た
メ
ン
バ
ー
募
集
指
令
第
一
号
で
は
、
（
第
二
項
目
メ
ン
バ
ー
除
名
権
を
富
貴
任
者

に
付
与
。
（
第
三
項
）
バ
ッ
ジ
類
を
支
部
が
独
自
に
つ
く
る
こ
と
を
禁
止
。
（
第
四
項
）
毎
月
、
メ
ン
バ
ー
の
リ
ス
ト
に
移
転
者
、
退
会
者
の
リ
ス

ト
を
つ
け
て
報
告
す
る
。
（
第
五
項
）
県
責
任
者
に
、
県
内
全
人
組
織
の
委
員
会
の
人
選
、
交
替
の
責
任
を
付
与
。
（
第
七
項
）
支
部
は
、
県
責
任

者
が
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
、
文
書
類
を
い
つ
で
も
用
意
し
て
お
く
。
（
第
八
項
）
支
組
織
の
委
員
会
は
、
中
央
か
ら
与
え
ら
れ
た
任
命

書
を
い
つ
も
持
っ
て
お
く
。
（
第
＝
一
項
）
県
責
任
者
は
、
支
組
織
の
①
委
員
長
②
副
委
員
長
③
書
記
長
④
会
計
⑤
戦
争
成
功
⑥
情
報
⑦
ニ
ャ
ナ

バ
ラ
⑧
カ
ヤ
バ
ラ
⑨
図
書
館
の
各
長
、
あ
る
い
は
女
性
部
の
署
長
を
決
め
、
委
員
会
を
つ
く
ら
せ
る
。
（
第
一
六
項
）
村
で
メ
ン
バ
ー
が
二
五
人

以
上
に
な
れ
ば
集
団
と
し
て
認
知
で
き
る
が
、
一
〇
〇
人
を
超
え
る
ま
で
は
近
《
の
他
の
支
組
織
が
統
括
す
る
。
ま
た
、
疎
開
地
に
暫
定
的
に

集
団
を
つ
く
れ
る
。
（
第
一
七
項
）
支
組
織
の
委
員
会
は
、
毎
月
実
施
事
頃
の
報
告
書
を
県
責
任
者
を
通
じ
て
本
部
に
送
る
。
会
計
責
任
者
は
出

納
報
告
を
毎
月
送
る
。
1
な
ど
の
細
か
な
統
制
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
の
よ
う
に
、
中
央
に
よ
る
支
部
統
棚
の
制
度
化
は
漸
次
進
展
し
た
。
そ
の
統
調
は
、
主
に
、
本
部
常
任
委
員
会
と
「
強
い
絆
」
を
持
つ
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
。
な
お
四
四
年
に
も
こ
の
方
向
性
は
強
化
さ
れ
、
五
月
一
四
欝
付
命
令
で
、
支
部
が

県
内
の
「
政
府
」
機
関
や
他
県
の
支
部
と
連
絡
す
る
時
に
は
、
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
通
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
バ
モ
オ
の
中
央

政
府
と
連
絡
す
る
時
に
は
、
本
部
常
任
委
員
会
を
通
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
B
　
日
本
の
内
面
指
導

　
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
は
、
ア
シ
ャ
ル
：
ゲ
ー
に
対
し
て
は
軍
政
監
部
の
文
教
部
が
内
面
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
「
完
カ
ラ
シ
ム
ル
二
二
」
、
部
員
を
特
派
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
部
員
と
は
文
教
部
教
育
課
の
友
田
光
男
氏
の
こ
と
だ
が
、
実
際
ア
シ
ャ

ル
ー
ゲ
：
は
、
日
本
軍
へ
の
直
接
的
な
協
力
（
泰
緬
鉄
道
の
労
務
者
募
集
、
プ
・
パ
ガ
ン
ダ
へ
の
協
力
な
ど
）
に
も
力
を
注
ぎ
、
四
四
年
頃
ま
で
は
基

本
的
に
は
日
本
側
の
統
調
を
逸
脱
せ
ず
に
活
動
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
友
田
氏
の
回
想
記
で
は
、
氏
は
（
川
内
民
を
同
伴
す
る
時
を
除
き
）
常
に
単
身
ビ
ル
マ
側
と
の
折
衝
に
当
た
っ
て
お
り
、
中
央
に
も
地
方
に
も
、
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⑭

氏
以
外
の
日
本
人
顧
問
の
存
在
は
窺
え
な
い
。
『
タ
マ
イ
ソ
臨
も
、
顧
問
に
つ
い
て
は
「
ト
モ
ダ
」
「
カ
ワ
ウ
チ
」
の
名
を
挙
げ
る
の
み
で
、
地

方
支
部
に
日
本
人
顧
問
が
い
た
と
の
記
載
は
な
い
。
筆
者
が
、
支
部
委
員
や
本
部
常
任
委
員
な
ど
、
配
置
の
有
無
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

人
達
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ェ
！
で
も
、
悉
く
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
返
答
だ
っ
た
。

ま
た
、
史
料
的
限
界
の
た
め
明
確
な
論
証
は
で
き
な
い
が
、
常
識
的
に
判
断
す
れ
ぱ
、
顧
問
の
他
に
憲
兵
隊
が
常
に
監
視
し
て
い
た
こ
と
が

予
測
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
タ
マ
イ
ソ
』
は
、
ア
シ
ャ
本
部
は
毎
月
憲
兵
隊
に
報
告
を
行
い
、
地
方
支
部
に
も
憲
兵
隊
が
頻
繁
に
や
っ

て
来
て
見
張
っ
て
い
た
こ
と
、
支
部
側
が
幹
部
名
や
メ
ン
バ
ー
数
を
報
告
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　
肝
心
の
、
友
田
氏
の
組
織
運
営
へ
の
介
入
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
、
氏
は
自
身
の
主
張
を
強
制
し
た
の
は
、
東
亜
青
年
連
盟
の
名
称
の
み
（
全

ビ
ル
マ
青
年
連
盟
で
な
く
）
だ
と
記
し
て
い
る
。
勿
論
、
対
日
協
力
が
全
面
的
に
ビ
ル
マ
側
の
自
発
的
意
志
に
基
づ
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、

こ
れ
は
割
り
引
か
ね
ぼ
な
ら
ぬ
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
タ
マ
イ
ン
』
が
友
田
・
川
内
氏
の
名
を
出
す
際
に
は
、
常
に
「
日
本
の
友
人
（
旨
㊦
富

ω、

ﾅ
。
）
」
と
の
称
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
真
に
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
つ
く
り
、
ビ
ル
マ
の
独
立
・
発
展
を
目
指
す
誠
意
を
持
っ
て
い
た

人
達
だ
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
好
意
的
記
述
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
友
田
残
の
在
任
中
（
四
四
年
初
頭
ま
で
）
に
は
、
激
烈
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

意
見
衝
突
は
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　
結
局
、
日
本
の
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
統
制
は
、
憲
兵
隊
の
監
視
と
い
う
ビ
ル
マ
側
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ぬ
側
面
も
あ
っ
た
が
、
何
か
ら
何
ま

で
縛
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
自
由
さ
が
あ
り
、
ま
た
協
調
す
る
余
地
が
あ
っ
た
も
の
だ
と
評
価
で
き
る
。
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①
　
　
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
、
『
朝
日
新
聞
』
（
以
下
『
朝
日
』
と
略
す
）
四
二
年
六
月

　
二
九
日
な
ど
に
よ
る
。

②
　
『
タ
マ
イ
ン
』
で
は
設
置
経
緯
は
颯
○
～
四
四
頁
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

③
永
代
、
川
内
氏
の
経
歴
は
、
『
ビ
ル
マ
独
立
秘
史
』
（
泉
谷
達
郎
、
一
九
八
九
、

　
徳
間
書
店
）
巻
末
の
「
南
機
関
署
名
簿
」
に
よ
る
。
友
田
氏
は
大
豊
周
弱
の
「
大

　
川
面
」
（
東
亜
経
済
調
査
局
附
属
研
究
所
）
第
二
期
生
（
四
一
年
四
月
卒
業
）
。
綱

　
塾
は
満
鉄
、
外
務
省
、
陸
軍
省
出
資
で
、
東
南
・
西
南
ア
ジ
ア
派
遣
の
情
報
凸
凹

　
成
を
弓
的
と
し
て
い
た
。
岡
塾
に
つ
い
て
は
『
大
川
周
開
隠
（
大
塚
健
洋
、
一
九

　
九
五
、
中
公
新
書
）
　
一
七
〇
～
　
七
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
　
バ
ジ
ャ
ン
の
経
鷹
は
、
、
．
乏
ぎ
．
。
。
を
ン
。
貯
じ
づ
霞
名
僧
一
〇
鋒
、
．
（
6
0
鮒
℃
o
o
犠
①
．
。
。

　
い
潔
2
葺
§
，
o
O
9
§
捧
8
。
陣
二
〇
霧
。
）
を
参
照
。
三
七
年
～
三
八
年
に
は
ラ
ン

　
グ
ー
ソ
大
学
学
生
朝
明
皿
の
委
員
長
（
三
五
～
三
六
年
に
は
ア
ゥ
ン
サ
ン
も
同
委
員
）
。
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こ
れ
ら
学
生
組
識
の
㌔
タ
キ
ン
党
と
の
人
附
重
複
は
大
ぎ
い
と
さ
れ
て
い
る
α
ま

　
た
バ
ジ
ャ
ン
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
青
年
向
上
組
織
の
委
員
と
し
て
の
経
験
が
あ
り
、

　
こ
れ
が
ア
シ
ャ
で
の
社
会
奉
仕
活
動
の
成
功
に
貢
献
し
た
と
の
見
方
も
あ
る
（
前

　
掲
ケ
イ
デ
ィ
ー
四
五
一
頁
な
ど
）
。

⑤
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
規
剣
」
（
正
確
に
は
統
制
規
則
）
は
「
起
草
グ
ル
ー
プ
報
告

　
書
」
と
共
に
、
『
タ
マ
イ
ン
』
六
〇
九
～
六
四
九
頁
に
全
文
収
録
。
全
二
四
条
。

⑥
四
一
年
置
ラ
ン
グ
ー
ン
大
学
学
生
同
盟
議
長
。

⑦
　
友
田
光
男
「
ビ
ル
マ
日
誌
」
（
一
）
（
『
み
ん
な
み
』
一
二
号
、
一
九
八
五
年
）
、

　
二
六
～
一
二
三
百
ハ
。

⑧
『
タ
マ
イ
ソ
』
四
六
～
五
〇
頁
。

⑨
カ
リ
バ
ピ
青
年
団
は
、
四
三
年
五
月
に
設
置
。
『
吻
こ
｝
ラ
新
聞
隠
勢
三
年
八
月

　
一
九
日
に
は
、
カ
リ
バ
ピ
少
年
部
の
鼠
的
は
、
奉
仕
精
神
の
涌
養
・
勤
労
教
育
．

　
愛
書
精
神
の
注
入
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
終
戦
直
後
に
作
製
さ
れ
た
「
マ

　
ラ
イ
・
ビ
ル
マ
・
ジ
ャ
ワ
軍
政
の
概
要
」
（
防
衛
庁
戦
史
部
費
）
に
よ
る
と
、
ジ

　
ャ
ワ
に
も
、
六
七
万
二
四
八
六
人
か
ら
な
る
ジ
ャ
ワ
連
含
青
年
団
が
あ
っ
た
と
い

　
・
つ
。

⑩
青
少
年
が
薪
た
な
イ
デ
オ
に
ギ
ー
に
染
ま
り
易
い
と
い
う
発
想
は
、
ご
く
自
然

　
な
も
の
な
の
で
、
あ
ら
た
め
て
文
章
化
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
が
、
一
応
次
の
二

　
例
を
あ
げ
て
お
く
。
ま
ず
、
『
朝
日
』
四
三
年
一
月
一
四
日
で
は
、
ヵ
リ
バ
ピ
副

　
総
裁
の
ア
キ
ノ
が
、
老
人
は
頭
が
か
た
い
の
で
、
感
受
性
の
多
い
青
年
に
食
い
入

　
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
『
マ
ニ
ラ
新
聞
』
四
三
年
三
月
三
一
露
に
は
、
第

　
一
四
軍
軍
政
監
の
、
「
子
供
は
教
へ
ら
れ
た
も
の
を
覚
へ
や
す
い
か
ら
」
重
点
的

　
に
教
育
せ
よ
と
の
談
話
が
あ
る
。

⑭
　
例
え
ば
「
旧
陸
海
軍
関
係
文
書
」
男
鷺
守
。
。
ω
G
。
の
、
三
五
年
六
月
｝
覇
の
、
軍

　
政
顧
陽
部
編
「
満
州
帝
国
の
治
安
問
題
」
で
は
、
治
安
対
策
に
青
年
層
を
経
織
化

　
し
、
青
年
の
向
上
心
を
自
覚
さ
せ
る
の
が
、
「
歴
史
的
に
有
効
」
で
あ
る
と
表
現

　
さ
れ
て
い
る
。
北
支
那
方
面
軍
の
三
九
年
四
月
二
〇
目
の
「
治
安
粛
正
要
綱
」
（
防

　
衛
庁
戦
史
部
蔵
）
で
も
、
青
少
年
を
集
め
防
共
親
日
細
胞
の
核
心
と
す
る
と
指
示

　
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
防
衛
庁
戦
史
部
蔵
。
・

⑬
日
本
が
占
領
地
住
民
に
求
め
た
も
の
は
、
；
員
で
い
え
ば
協
力
で
あ
っ
た
。
例

　
え
ば
東
条
演
説
で
は
、
常
に
独
立
付
与
の
代
価
と
し
て
協
力
が
要
講
さ
れ
、
ま
た

　
大
本
営
陸
軍
部
の
「
南
方
作
戦
二
伴
フ
占
領
地
統
治
要
綱
」
（
「
大
営
指
」
巻
五
所

　
収
、
防
衛
庁
戦
史
部
蔵
）
で
も
、
占
領
三
軍
を
協
力
さ
せ
て
利
用
す
る
と
の
根
本

　
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

⑭
　
共
に
、
『
現
代
史
資
料
』
四
一
（
内
川
芳
美
編
、
　
一
九
七
五
、
み
す
ず
書
房
）

　
所
収
。

⑮
文
部
省
は
『
週
報
』
四
二
年
二
月
一
一
日
、
三
月
一
｝
日
で
、
青
少
年
こ
そ
が

　
東
亜
の
指
導
者
・
建
設
者
だ
と
述
べ
、
大
戦
が
「
青
年
と
青
年
と
の
決
戦
、
青
年

　
の
訓
練
と
訓
練
の
決
戦
」
だ
と
し
て
い
る
。
司
法
省
も
同
四
二
年
四
月
｝
五
日
で
、

　
「
一
国
の
青
少
年
の
資
質
如
何
は
国
家
興
亡
の
分
岐
点
と
な
る
」
と
し
、
厚
生
省

　
も
同
五
月
六
日
で
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
は
「
今
日
の
児
童
の
双
肩
に
あ
る
」
と

　
し
て
い
る
。
南
方
に
対
し
て
も
、
企
画
院
の
「
大
束
亜
建
設
基
本
方
策
」
で
は
、

　
「
現
地
二
於
ケ
ル
住
民
ノ
教
育
ハ
其
ノ
対
象
ヲ
主
ト
シ
テ
青
少
年
二
詣
向
」
す
る

　
と
さ
れ
て
い
る
（
石
州
準
吉
編
『
国
家
総
動
員
史
』
資
料
編
四
、
一
九
七
六
、
国

　
家
総
動
員
史
書
三
会
）
。

⑯
　
霞
本
占
領
下
の
ビ
ル
マ
で
、
読
売
新
聞
社
員
の
指
導
で
発
行
さ
れ
た
英
字
紙
。

　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
蔵
』

⑰
　
日
本
占
領
下
に
も
存
続
を
許
さ
れ
た
ビ
ル
マ
壁
紙
。
『
タ
マ
イ
ソ
』
二
〇
匹
頁

　
に
よ
る
。
他
に
『
ミ
ャ
ソ
マ
ア
リ
ソ
』
な
ど
が
存
続
。

⑱
こ
れ
ら
の
名
称
は
、
基
本
的
に
友
田
玩
の
用
法
に
合
わ
せ
て
お
り
、
ビ
ル
マ
語

　
の
忠
実
な
翻
訳
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

⑲
　
当
初
は
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
i
一
規
則
」
第
三
謹
白
　
項
に
あ
る
よ
う
に
、
委
員
長
、

　
副
委
員
長
、
会
計
、
事
務
総
長
、
ニ
ャ
ナ
バ
ラ
、
公
共
奉
仕
、
カ
ヤ
バ
ラ
の
各
貴
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任
者
、
他
の
執
行
機
関
派
遣
の
三
人
、
名
誉
委
員
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
本
部
常
任
委
員
会
は
、
五
人
の
要
求
で
召
集
で
き
、
七
人
の
出
席
が
必
要
で
、
委

　
員
長
が
座
長
を
務
め
る
規
定
で
あ
る
。

⑳
　
ニ
ャ
ナ
バ
ラ
（
諏
9
・
ロ
ρ
σ
鮎
僧
1
1
知
力
）
の
向
上
は
、
カ
ヤ
バ
ラ
（
一
3
饗
・
σ
9
P

　
訓
体
力
）
の
向
上
と
共
に
、
ア
シ
ャ
ル
！
ゲ
ー
の
中
心
訓
練
活
動
の
一
つ
。

⑳
例
え
ば
「
書
記
長
・
ニ
ー
レ
ー
」
の
署
名
の
入
っ
た
も
の
は
、
四
三
年
三
月
（
緬

　
月
）
一
二
日
、
四
四
年
五
月
一
四
日
、
六
月
一
四
臼
付
の
も
の
が
あ
る
。

＠
　
　
『
タ
マ
イ
ン
』
五
九
～
六
単
二
。

⑱
　
前
掲
友
田
三
一
一
頁
。

⑭
　
太
田
常
蔵
『
ビ
ル
マ
に
お
け
る
日
本
軍
政
史
の
研
究
駈
一
九
六
七
、
吉
川
弘
文

　
館
。
氏
は
軍
属
と
し
て
ビ
ル
マ
に
滞
在
し
、
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
や
自
身
の
メ
モ

　
を
元
に
本
轡
を
作
成
。
五
八
五
頁
に
は
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
！
の
中
央
幹
部
一
覧
が
記

　
載
さ
れ
て
い
る
。

⑯
　
『
朝
日
』
四
二
年
六
月
二
九
日
で
は
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
…
の
中
央
幹
部
が
「
ラ

　
ン
グ
ー
ン
大
学
で
鳴
ら
し
た
反
英
闘
争
の
猛
者
揃
ひ
」
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
全
員
で
は
な
い
が
（
コ
ゥ
・
ゾ
ー
ウ
ェ
イ
ッ
や
マ
・
イ
ー
チ
ェ
イ
ン
は
元

　
々
の
民
族
運
動
家
で
は
な
い
）
、
大
部
は
民
族
・
学
生
運
動
関
係
者
だ
っ
た
と
い

　
え
る
。
南
田
み
ど
り
氏
の
労
訳
『
東
よ
り
膵
臓
ず
る
が
如
く
』
（
上
）
（
中
）
（
下
）

　
（
テ
イ
ン
ペ
ー
ミ
ソ
の
小
説
、
一
九
入
八
・
八
九
、
小
草
書
房
）
も
、
繋
が
り
を

　
見
出
す
参
考
に
な
ろ
う
。

⑯
　
厳
密
に
は
、
講
習
段
階
か
ら
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ズ
担
当
地
域
が
県
と
定
め
ら
れ
て

　
い
た
の
で
は
な
い
。
当
初
は
搾
、
’
需
も
．
’
話
・
（
支
部
）
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
の
名

　
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

⑰
　
以
下
第
三
節
A
ま
で
の
『
タ
マ
イ
ン
』
の
引
用
は
、
一
〇
六
～
一
二
九
頁
に
よ

　
る
。

⑱
　
　
『
タ
マ
イ
ン
瞼
一
〇
七
頁
の
後
と
一
二
三
百
ハ
の
後
に
、
第
｛
次
・
二
次
講
習
生

　
の
集
含
写
真
が
あ
る
。

⑳
前
掲
太
田
二
五
九
頁
。

⑳
前
掲
友
田
三
三
～
三
四
頁
。

⑳
　
例
え
ば
バ
ジ
ャ
ン
は
、
組
織
の
目
的
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
を
教
え
、
カ
ヤ

　
バ
ラ
の
コ
ゥ
・
ゾ
ー
ウ
ェ
イ
ッ
は
体
操
を
教
え
た
と
い
う
。

⑳
　
　
『
タ
マ
イ
ン
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
四
四
年
二
月
か
ら
、
人
員
補
充
の
鶏
的
で

　
第
三
次
講
習
を
行
い
、
受
講
完
了
者
九
人
（
一
八
六
頁
の
㎜
覧
で
は
、
ほ
ぼ
全
員

　
が
元
支
部
の
幹
部
）
を
、
八
月
以
降
各
地
に
派
遣
し
た
と
い
う
。

⑳
　
こ
の
他
、
　
一
年
四
ケ
月
の
長
期
的
講
習
（
本
部
常
任
委
員
に
加
え
、
友
田
・
川

　
内
氏
が
目
本
語
を
講
義
）
で
養
成
し
た
、
二
〇
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル

　
生
に
も
、
四
四
年
以
後
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
任
が
与
え
ら
れ
て
い
く
。

⑭
　
『
タ
マ
イ
ソ
』
六
五
三
頁
。

⑳
　
『
タ
マ
イ
ン
臨
一
〇
六
頁
。

⑳
警
防
隊
に
つ
い
て
は
、
ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
、
太
田
ら
が
若
干
ふ
れ
て
い
る
。
史
料
と

　
し
て
は
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
（
四
九
～
五
五
頁
な
ど
）
、
「
民
防
衛
宿
報
街
書
類
綴
」
、

　
「
第
一
八
師
団
防
衛
月
報
」
（
全
て
防
衛
庁
戦
史
部
蔵
）
な
ど
が
詳
し
い
。
数
々

　
日
本
本
国
の
隣
組
に
例
え
ら
れ
る
が
、
バ
モ
オ
を
頂
点
と
す
る
行
政
機
構
が
主
導

　
し
て
、
防
空
・
竹
槍
訓
練
、
労
働
奉
仕
な
ど
を
行
っ
た
。
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
と
は

　
並
立
・
対
抗
関
係
に
あ
り
、
何
度
も
バ
モ
オ
は
ア
シ
ャ
の
吸
収
を
試
み
た
。

⑰
　
以
下
は
『
タ
マ
イ
ソ
』
一
二
九
～
一
三
五
買
に
よ
る
。

⑯
　
　
『
タ
マ
イ
ン
』
五
四
～
五
九
頁
。

⑳
　
以
下
は
『
タ
マ
イ
ン
臨
一
三
六
～
一
七
〇
頁
を
参
照
。
こ
の
う
ち
第
八
・
九
号

　
指
令
は
＝
二
八
～
一
四
三
頁
、
メ
ン
バ
ー
募
集
指
令
第
一
号
は
一
六
三
～
一
六
八

　
頁
に
全
文
所
収
。

⑳
　
本
部
の
統
制
が
細
部
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
四
三
年
三

　
月
（
緬
月
）
一
ご
日
の
、
本
部
書
記
長
か
ら
ア
シ
ャ
の
ミ
ン
フ
ラ
町
支
組
織
の
書

　
記
長
へ
の
発
給
文
書
を
あ
げ
て
お
く
（
『
タ
マ
イ
ン
』
七
八
五
～
七
八
六
頁
所
収
）
。

　
こ
の
時
、
　
カ
ヤ
バ
ラ
帯
ハ
任
者
を
支
部
が
「
運
動
類
に
闇
園
す
る
（
◎
q
①
N
帥
二
白
．
O
ξ
栃
騨
“
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望
Φ
蔓
ρ
）
書
記
長
」
と
名
付
け
た
こ
と
に
対
し
、
「
カ
ヤ
バ
ラ
責
任
者
」
の
語
を
使

　
え
と
の
命
令
が
下
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
後
の
一
〇
月
八
日
号
命
令
書
（
『
タ
マ
イ

　
ン
』
七
八
六
頁
所
収
）
で
は
、
読
む
の
が
大
変
な
の
で
本
部
へ
の
報
止
口
は
次
回
か

　
ら
は
簡
潔
に
記
せ
と
指
示
さ
れ
、
確
か
に
報
告
が
ぎ
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

　
も
確
認
で
き
る
。

＠
　
『
タ
マ
イ
ソ
』
七
五
七
頁
所
収
。

⑫
　
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
附
表
の
四
三
年
七
月
三
一
藏
現
在
の
「
緬
旬
軍
政
監
部
職

　
員
表
」
で
は
、
文
教
部
員
三
九
人
の
中
に
友
田
馬
の
名
は
あ
る
が
、
川
内
氏
の
名

　
は
な
い
。
こ
の
時
期
の
用
内
氏
は
、
昭
和
通
商
で
活
動
し
つ
つ
私
的
に
協
力
し
て

　
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

曾
　
例
え
ば
シ
ュ
エ
ボ
ゥ
支
部
に
行
き
、
労
務
者
募
集
を
し
た
話
が
詳
し
く
記
さ
れ

　
て
い
る
が
、
同
支
部
に
臼
本
人
顕
問
が
い
た
と
の
記
載
は
な
い
。

第
二
章
支
組
織
の
様
相

⑧
　
『
タ
マ
イ
ン
』
は
、
日
本
側
の
指
滋
に
つ
い
て
は
、
四
〇
～
四
三
、
七
三
～
七

　
五
、
三
二
八
～
三
三
二
頁
な
ど
で
記
し
て
い
る
。

⑮
　
『
タ
マ
イ
ン
』
に
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
幹
部
の
中
で
は
、
本
部
常
任
委
員
の

　
ウ
ー
・
ゾ
ー
ウ
ェ
イ
ヅ
、
ド
ー
・
イ
ー
チ
ェ
イ
ン
、
支
部
委
員
の
ド
ー
・
チ
ン
チ

　
ン
オ
ウ
ン
、
ウ
ー
・
ソ
ゥ
ミ
ン
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
生
の
ウ
i
・
タ
ン

　
ト
ゥ
ン
、
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
ウ
i
・
コ
ゥ
コ
ゥ
ジ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
。

　
他
に
、
対
日
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
時
の
ア
シ
ャ
指
導
者
や
、
憲
兵
隊
勤
務
の
通
訳
な
ど

　
も
、
配
置
の
有
無
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
彼
等
の
返
答
も
、

　
悉
く
「
否
」
で
あ
っ
た
。

⑯
　
前
掲
友
臼
三
二
頁
。

⑰
　
む
し
ろ
『
タ
マ
イ
ン
』
三
二
八
～
三
三
五
頁
に
は
、
日
本
軍
側
の
協
力
諏
が
具

　
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
本
章
で
は
、
地
方
支
部
の
展
開
・
具
体
像
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
（
組
織
分
析
か
ら
は
多
少
逸
脱
す
る
が
）
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
が
確
か
に

人
気
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
順
調
な
組
織
拡
大
の
大
要
因
と
し
て
提
示
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
人
気
の
原
因
に
も
若
干
の
言
及

を
な
す
。

第
一
節
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
地
域
展
開

　
A
　
メ
ン
バ
ー
数

　
新
聞
な
ど
公
開
を
目
的
と
し
た
史
料
で
、
メ
ン
バ
：
数
の
変
遷
を
追
い
か
け
て
い
く
と
、
四
三
年
半
ば
に
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
（
『
読
売
報
知
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

八
月
三
日
、
『
朝
日
』
八
月
四
臼
）
、
年
末
に
は
三
万
一
六
二
人
（
本
部
常
任
委
員
会
作
製
の
第
一
回
大
会
用
冊
子
－
公
開
用
）
、
ま
た
四
四
年
前
半
に
は
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②

四
万
人
（
『
、
ミ
ャ
ン
マ
ァ
リ
ソ
』
四
月
五
日
、
『
ブ
レ
ー
タ
ー
エ
イ
ジ
ア
』
六
月
二
七
日
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
タ
マ
イ
ソ
』
は
、
四
四
年
半
ば
に

　
　
，
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
④

七
万
以
上
、
四
五
年
四
月
初
め
に
八
万
以
上
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
機
密
史
料
で
あ
る
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」
に
は
、
四
三
年
半
ぼ
に
二
万
人
と
記
さ
れ
、
ま
た
『
タ
マ
イ
ン
』
所
収
の
コ
ゥ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ア
ウ
ン
ミ
ン
の
身
分
証
明
書
（
幹
部
用
一
任
期
は
四
四
年
三
月
か
ら
）
は
、
入
会
番
号
が
三
編
六
一
二
で
あ
り
、
ア
ウ
ソ
ミ
ソ
の
入
会
時
（
三
月
以

前
）
に
は
既
に
累
計
三
揃
を
超
す
メ
ン
バ
ー
が
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
組
織
が
最
後
ま
で
人
気
を
保
ち
続
け
た
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
さ
ら
な
る
増
加
を
推
測
で
き
る
の
で
、
最
終
的
に
少
な
く
と
も
五
万
人
程
度
の
加
入
者
が
い
た
と
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。

　
B
　
地
域
展
開
r

　
ア
シ
ャ
ル
：
ゲ
ー
の
拡
大
過
程
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
見
て
き
た
が
、
次
に
、
そ
れ
が
ど
の
地
域
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
諸
史
料
中
、
最
も
詳
細
に
そ
の
分
布
を
押
さ
え
た
も
の
は
、
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
支
組
織
と
集
団
」
の
支
部
一
覧
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
全

支
部
が
、
支
組
織
（
。
ω
惇
曙
。
毎
涛
、
≦
ぐ
。
叫
）
と
村
落
集
団
（
8
公
差
ぐ
・
の
F
）
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
を
県
別
に
記
せ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
バ
ー
モ
ー
↓
町
に
二
、
カ
サ
ー
↓
町
に
一
、
シ
ュ
エ
ボ
ゥ
↓
町
に
七
、
村
に
一
六
、
集
団
二
、
モ
ウ
ソ
ユ
ワ
ー
↓
町
に
六
、
村
に
一
、
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

六
、
ザ
ガ
イ
ン
：
↓
町
に
六
、
他
に
四
、
集
団
二
、
マ
ン
ダ
レ
ー
↓
町
に
一
四
、
村
に
二
、
集
団
二
〇
、
チ
ャ
ウ
ッ
セ
i
↓
町
に
四
、
村
一
三
、

集
団
一
、
メ
ェ
イ
ッ
テ
ィ
！
ラ
↓
町
に
三
、
村
に
七
、
集
団
一
五
、
南
シ
ャ
ン
↓
町
に
一
四
、
集
団
二
、
北
シ
ャ
γ
↓
町
に
七
、
ミ
ソ
ジ
ャ
ン

↓
町
に
八
、
集
団
四
、
ピ
ン
マ
ナ
ー
↓
町
に
六
、
村
に
五
、
集
団
五
九
、
パ
コ
ッ
ク
：
↓
町
に
七
、
村
に
二
、
集
団
六
、
ミ
ン
ブ
ー
↓
町
に
七
、

村
に
二
、
集
団
一
、
イ
ェ
ナ
ソ
ジ
ャ
ウ
ン
↓
町
に
一
〇
、
集
団
四
、
タ
イ
ェ
ッ
↓
町
に
六
、
村
に
三
、
集
団
五
、
ラ
カ
イ
ン
↓
町
に
一
、
他
に

一、

s
ィ
↓
町
に
一
七
、
村
に
六
、
集
団
五
四
、
タ
ヤ
ワ
デ
ィ
…
↓
町
に
一
二
、
村
に
二
、
集
団
四
六
、
イ
ソ
セ
イ
ン
↓
町
に
七
、
村
に
七
、

他
に
二
、
集
団
一
〇
、
ヒ
ン
ダ
タ
：
↓
町
に
＝
、
村
に
二
、
他
に
二
七
、
集
団
四
、
、
バ
テ
ェ
イ
ン
↓
町
に
九
、
村
に
二
、
集
団
一
七
、
ミ
ャ
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ウ
ソ
ミ
ャ
↓
町
に
六
、
村
に
一
、
他
に
一
、
集
団
三
、
ピ
ャ
ー
ポ
ウ
ソ
↓
町
に
四
、
村
に
一
、
集
団
一
二
、
マ
ウ
ビ
ン
↓
町
に
四
、
村
に
四
、

集
団
四
、
ハ
ソ
タ
ー
ワ
デ
ィ
ー
↓
町
に
六
、
村
に
一
七
、
集
団
一
五
、
ヤ
ン
ゴ
ン
↓
一
八
、
バ
ゴ
ー
↓
町
に
＝
、
村
に
七
、
他
に
一
七
、
集

団
七
、
タ
ウ
ン
グ
ー
↓
町
に
一
一
、
村
に
一
、
他
に
四
、
集
団
一
五
、
タ
ト
ウ
ン
↓
町
に
四
、
他
に
四
、
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
↓
町
に
六
、
村
に

二
、
他
に
一
、
集
団
一
、
ダ
ー
ウ
黒
↓
町
に
二
、
ミ
ニ
イ
ッ
↓
町
に
二
r

　
こ
の
よ
う
に
、
支
部
は
北
端
の
カ
チ
ン
や
ホ
ウ
ン
マ
リ
ン
一
帯
を
除
き
、
ほ
ぼ
ビ
ル
野
、
全
土
に
広
が
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
平
野
部
の
密
度

に
比
べ
る
と
、
バ
ー
モ
ー
や
カ
サ
ー
、
ラ
カ
イ
ソ
な
ど
の
最
前
線
地
域
、
あ
る
い
は
英
系
ゲ
リ
ラ
が
根
を
張
る
カ
ヤ
ー
、
カ
イ
ン
地
方
に
は
、

支
部
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
シ
ャ
ン
高
原
（
特
に
北
シ
ャ
ン
）
も
、
支
部
の
密
度
は
低
い
。

　
『
タ
マ
イ
ソ
』
は
、
シ
ャ
ン
で
の
低
調
の
原
因
を
、
】
つ
に
は
同
地
が
四
三
年
末
ま
で
日
本
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
た
め
、
積
極
的
行
動
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
難
か
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
四
年
に
な
り
伸
長
さ
せ
得
た
も
の
の
、
北
シ
ャ
ン
で
は
「
土
侯
」
の
力
が
強
く
、
南
シ
ャ
ン

ほ
ど
に
は
展
開
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
ラ
カ
イ
ソ
に
つ
い
て
は
、
戦
争
の
最
前
線
の
た
め
募
集
が
困
難
だ
っ
た
の
だ
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
日
本
側
史
料
を
見
る
と
、
シ
ャ
ン
や
ラ
カ
イ
ン
、
カ
チ
ン
に
は
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
と
は
別
個
の
、
碍
本
軍
に
直
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

青
年
団
・
青
年
戦
闘
隊
が
広
範
に
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
役
割
は
、
最
前
線
で
あ
る
た
め
、
敵
状
捜
索
・
ス
パ
イ
捕
縛
・
実

戦
へ
の
参
加
な
ど
、
補
助
兵
力
と
し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
側
の
駐
屯
部
隊
が
最
前
線
で
直
轄
の
青
年
組
織

を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
は
、
結
果
的
に
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
発
達
の
阻
害
に
繋
が
っ
た
側
面
が
あ
る
と
、
推
定
で
き
る
。

第
二
節
メ
ン
バ
ー
の
特
質

　
A
　
地
方
幹
部
に
つ
い
て

　
第
＝
草
で
見
た
よ
う
に
、
地
方
組
織
の
幹
部
（
執
行
委
員
）
は
、

を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

制
度
化
の
進
展
に
伴
い
、
最
終
的
に
は
、
隠
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
人
選
責
任
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で
は
そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
人
が
幹
部
に
な
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
具
体
例
と
し
て
ピ
ャ
ー
ポ
ウ
ン
岡
垣
組
織
を
取
り
上
げ

る
が
、
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
地
方
幹
部
一
覧
」
は
、
同
町
に
つ
い
て
男
性
部
一
〇
、
女
性
部
七
の
役
職
と
そ
の
責
任
者
（
二
二
人
）
を
記
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
書
記
長
の
ウ
ー
・
コ
ゥ
コ
ゥ
ジ
ー
（
以
下
K
K
G
と
略
）
と
女
性
部
警
防
長
の
ド
ー
・
チ
ン
チ
ン
オ
ウ
ン
（
T
T
O
と
略
）
に
は
、

話
を
聞
く
機
会
を
持
て
た
。
ま
た
、
一
般
メ
ン
バ
ー
の
ウ
ー
・
チ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
（
K
W
）
、
ド
ー
・
キ
ソ
ニ
ュ
ン
（
K
N
）
、
同
町
出
身
の
ウ
ー
・

バ
ヘ
イ
ン
（
B
H
）
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
次
の
各
幹
部
は
、
日
本
の
侵
攻
前
か
ら
学
生
運
動
に
関
係
し
て
い
た
と
の

結
論
を
得
た
。

　
①
副
委
員
長
の
D
r
．
フ
ラ
シ
ュ
エ
　
（
T
T
O
、
B
H
の
情
報
に
よ
る
。
フ
ラ
シ
ュ
エ
は
三
十
人
志
士
の
ボ
ゥ
・
レ
ッ
ヤ
ー
の
兄
で
、
友
田
回
想
記
に
も

　
　
　
　
　
　
　
⑩

運
動
家
と
し
て
登
揚
。
）
、
②
同
コ
ゥ
・
オ
ウ
ン
マ
ウ
ン
（
T
T
O
、
B
H
。
テ
イ
ソ
ペ
ー
ミ
ソ
の
著
書
に
も
、
三
学
年
代
か
ら
の
学
生
運
動
リ
ー
ダ
ー
と
し

　
　
⑪

て
登
場
）
、
③
同
コ
ゥ
・
ト
ゥ
ン
シ
ェ
エ
（
T
T
O
）
、
④
会
計
の
コ
ゥ
・
ソ
ゥ
ミ
ン
（
T
T
O
）
、
⑤
書
記
長
の
コ
ゥ
・
チ
ョ
：
デ
ィ
ン
（
T
T
O
）
、

⑥
同
コ
ゥ
・
コ
ゥ
ジ
ー
（
T
T
O
、
K
W
、
K
K
G
、
K
N
）
、
⑦
カ
ヤ
バ
ラ
の
コ
ゥ
・
フ
ラ
タ
ウ
ン
（
T
T
O
、
K
W
。
フ
ラ
タ
ウ
ソ
は
本
部
か
ら
派

遣
。
）
、
⑧
女
性
部
カ
ヤ
パ
ラ
の
マ
・
ト
ゥ
ソ
テ
ー
（
B
H
）
、
⑨
女
性
部
ユ
ヤ
ナ
バ
ラ
の
マ
・
キ
ソ
チ
ー
チ
！
（
B
H
）
、
⑩
女
性
部
警
防
の
マ
・

チ
ン
チ
ン
オ
ウ
ン
（
T
T
O
、
B
H
、
K
W
）
、
⑪
女
性
部
委
員
の
マ
・
ニ
ュ
ン
ニ
ュ
ン
（
T
T
O
、
B
H
。
チ
ソ
チ
ン
オ
ウ
ン
の
姉
。
）

　
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ャ
：
ポ
ウ
ソ
で
は
、
戦
前
か
ら
の
反
英
学
生
運
動
の
担
い
手
が
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
地
方
幹
部
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
窺
え
る
。
た
だ
し
、
同
町
は
、
バ
ジ
ャ
ソ
が
真
っ
先
に
組
織
結
成
の
相
談
に
来
た
場
所
で
も
あ
り
、
こ
こ
ま
で

の
顕
著
さ
は
特
殊
例
だ
と
も
い
え
る
。
一
般
に
は
、
『
フ
ー
ズ
フ
ー
』
記
載
者
に
顕
著
だ
が
、
必
ず
し
も
全
て
の
幹
部
が
、
民
族
運
動
・
学
生

運
動
に
関
係
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
書
か
ら
は
、
大
商
人
の
子
、
地
主
の
子
な
ど
、
単
な
る
金
持
ち
の
子
供
が
幹
部
に
な
っ
た
例
も
読

　
　
　
⑫

み
取
れ
る
。
ギ
ュ
ヨ
ヅ
ト
が
バ
ジ
ャ
ソ
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
：
で
も
、
そ
れ
ま
で
社
会
奉
仕
を
や
っ
て
い
た
人
（
多
く
は
公
務
員
）
を
集
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

中
心
と
し
た
と
の
話
で
あ
り
、
民
族
運
動
と
の
関
係
に
は
雷
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
B
　
一
般
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
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『
タ
マ
イ
ソ
』
は
、
ア
シ
ャ
の
初
期
の
メ
ソ
パ
ー
募
集
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
バ
ジ
ャ
ン
の
「
誰
で
も
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
と
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

目
を
果
た
せ
な
く
な
る
の
で
最
初
は
制
限
」
と
の
言
葉
を
載
せ
て
い
る
。
応
募
者
が
、
滅
私
的
に
国
や
他
人
に
奉
仕
す
る
人
か
ど
う
か
を
見
極

わ
め
て
か
ら
メ
ン
バ
ー
と
し
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
申
し
込
み
書
は
本
部
で
配
布
し
、
住
所
・
氏
名
や
学
歴
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
有
無
な

ど
を
書
く
と
共
に
、
メ
ン
バ
ー
の
推
薦
書
二
通
を
添
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
当
初
入
会
費
は
、
一
六
～
三
〇
歳
の
普
通
会
員
が
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

チ
ャ
ッ
ト
、
年
会
費
が
一
チ
ャ
ッ
ト
（
三
〇
歳
以
上
の
特
別
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
三
チ
ャ
ッ
ト
）
だ
っ
た
。

　
こ
の
メ
ン
バ
ー
厳
選
・
少
数
主
義
は
、
前
述
の
よ
う
に
四
三
年
以
後
解
か
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
急
増
す
る
。
ま
た
、
四
三
年
七
月
一
九
B
の
本

部
・
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
会
議
で
は
、
年
齢
の
下
限
が
広
げ
ら
れ
、
一
二
～
一
六
歳
の
男
女
を
取
り
入
れ
、
準
備
が
で
き
次
第
ボ
：
イ
ス
カ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ト
部
に
編
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
八
月
一
日
の
新
聞
で
発
表
）
。
が
、
誰
彼
構
わ
ず
受
け
付
け
る
方
針
に
転
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
三
年
一
二

月
の
メ
ン
バ
ー
募
集
指
令
第
一
号
の
第
一
項
で
は
、
善
良
な
者
の
み
を
選
ぶ
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
四
年
六
月
一
四
日
の
命
令
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

責
任
者
達
が
保
証
で
き
る
人
だ
け
を
受
け
付
け
う
と
の
指
示
が
な
さ
れ
た
と
い
う
（
そ
の
理
由
は
、
ア
シ
ャ
が
対
日
ソ
ジ
ス
タ
ソ
ス
活
動
に
加
わ
り
始

め
た
こ
と
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
）
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
メ
ソ
バ
ギ
を
集
め
た
の
か
だ
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
『
タ
マ
イ
ソ
』
の
記
述
は
、
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。

本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
、
町
や
村
を
巡
回
し
て
懸
命
に
呼
び
か
け
る
と
、
国
に
尽
く
そ
う
と
い
う
若
者
多
数
が
、
自
発
的

に
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
老
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
晶
1
で
は
、
友
人
か
ら
友
人
へ
呼
び
掛
け
て
勧
誘
す
る
方
法
も
か

な
り
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
だ
が
、
後
述
す
る
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
人
気
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
当
初
か
ら
国
へ
の
奉
仕
精
神
を
持

っ
て
い
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
自
ら
志
願
す
る
者
が
多
い
と
い
う
側
面
は
、
確
か
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
加
入
者
の
階
層
に
つ
い
て
は
、
現
地
点
で
は
史
料
的
限
界
の
た
め
、
確
定
的
な
こ
と
を
述
べ
る
準
備
は
な
い
。
た
だ
し
第
一
節

で
見
た
よ
う
に
、
組
織
は
町
だ
け
で
な
く
村
に
も
か
な
り
展
開
し
て
お
り
、
都
市
罠
だ
け
で
な
く
村
民
の
加
入
度
合
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推

　
　
　
⑲

定
で
き
る
。
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第
三
節
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
人
気
に
つ
い
て

A
　
人
気
の
有
無

日
本
竜
史
料
は
、
「
ビ
ル
マ
軍
政
史
」

表1　アシャルーゲーの人気についてのインタビェー結果

1煉あり一うち日本馬人価し1わからない・他

00

9
」

2

23－20

21－12

存在を知っている

（加入者）

（非加入者）

10

5

8

名だけ知っている

名も知らない

聞くタイミングを逸した人

・他にも諸事情で聞けなかった人がいる。

に
し
て
も
、
新
聞
類
に
し
て
も
、
総
じ
て
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
活
発
な
活
動
を
伝
え
て
い
る
。
対
す

る
イ
ギ
リ
ス
側
の
史
料
で
も
、
一
九
四
四
年
六
月
六
日
の
、
イ
払
ド
に
い
た
ビ
ル
マ
総
督
、
ド
ー
マ

ン
・
ス
ミ
ス
の
報
告
に
よ
る
と
、
ビ
ル
マ
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。
i
臼
本
の
統
治
政
策
は
失
敗
し
、
統
治
機
構
は
動
い
て
い
な
い
。
国
ρ
簿
諺
。
。
す
く
。
ロ
夢

い
①
ρ
σ
q
娼
①
に
よ
り
自
発
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
、
統
治
的
機
能
で
あ
る
。
団
㊤
簿
諺
ω
冨

磯
。
ロ
夢
い
＄
σ
Q
ロ
①
は
、
人
気
が
あ
り
熱
狂
的
で
あ
る
。
－
こ
の
よ
う
に
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
側
の
諜

報
で
も
、
ア
シ
ャ
の
人
気
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
現
在
の
ビ
ル
マ
の
公
的
見
解
も
、
『
タ
マ
イ
ン
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
レ

は
、
壁
芯
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
国
民
全
体
に
大
人
気
だ
．
つ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
八
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

用
、
歴
史
の
国
定
教
科
書
で
も
、
日
本
軍
の
暴
虐
を
述
べ
な
が
ら
も
、
ア
シ
ャ
の
組
織
後
は
、
祉
会

活
動
・
組
織
活
動
が
有
効
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
ア
シ
ャ
に
だ
け
は
好
意
的
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
筆
者
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
表
1
の
よ
う
に
大
部
の
人
が
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の

人
気
を
認
め
て
い
た
（
し
か
も
、
彼
ら
の
多
べ
は
日
本
軍
に
対
し
て
何
ら
か
の
批
判
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
回

答
が
専
ら
筆
者
へ
の
気
遣
い
に
基
づ
く
も
の
だ
と
は
い
い
切
れ
な
い
）
。
結
局
、
個
人
的
好
き
嫌
い
は
あ
り
得

た
に
せ
よ
、
一
般
に
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
が
人
気
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
い
え
る
。
囁
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B
　
人
気
の
原
因

　
そ
の
人
気
の
原
因
の
究
明
を
、
対
照
的
に
人
気
が
少
な
か
っ
た
警
防
隊
（
ウ
ン
ダ
ン
・
ア
プ
ェ
）
と
の
相
違
点
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
試
み
る

こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
そ
の
考
察
は
、
史
料
主
義
で
は
な
く
、
論
理
主
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
ま
ず
活
動
内
容
に
関
し
て
は
、
ビ
ル
マ
の
独
立
・
独
立
維
持
の
た
め
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
　
日
本
軍
へ
の
協
力
（
例
え
ば
労
務
者
募
集
）
、

奉
仕
活
動
（
清
掃
・
消
防
・
土
木
作
業
な
ど
）
を
な
す
点
で
は
、
共
通
し
て
い
る
。
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
独
自
の
も
の
と
し
て
は
、
バ
ラ
ソ
ガ
ー
ダ
ン

向
上
の
訓
練
、
演
劇
活
動
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
個
別
活
動
は
別
学
で
論
じ
る
が
、
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
、
討
論
会
や
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
ど
、
若
者
を
安
き
つ
け
得
る
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
ア
シ
ャ
の
人
気
を
支
え
る
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
違
い
が
あ
る
。
ま
ず
年
齢
面
で
は
、
警
防
隊
が
幅
広
く
住
民
全
体
を
対
象
と
し
、
よ
り
上
の
世

代
の
者
（
特
に
市
長
や
村
長
）
が
主
導
し
た
の
に
対
し
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
は
青
少
年
が
中
心
で
あ
っ
た
。
中
高
年
層
よ
り
も
活
動
的
で
あ
る
青

少
年
が
、
組
織
の
中
心
と
な
っ
た
点
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
活
性
の
素
地
が
あ
っ
た
と
の
推
定
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
警
防
隊
へ
の
参
加

が
半
ば
強
制
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
は
志
願
制
で
あ
り
、

　
①
　
『
タ
マ
イ
ン
』
七
八
八
～
七
九
六
頁
所
収
。

　
②
　
　
『
タ
マ
イ
ン
島
一
七
＝
貝
。

　
③
『
タ
マ
イ
ソ
』
｝
九
四
頁
。

　
④
　
『
タ
マ
イ
ン
』
ご
〇
七
頁
。

　
⑤
　
『
タ
マ
イ
ソ
』
一
二
二
頁
所
収
。

　
⑥
『
タ
マ
イ
ソ
』
六
五
四
～
六
六
五
頁
所
収
。
あ
く
ま
で
四
五
年
以
降
に
編
纂
さ

　
　
れ
た
も
の
だ
が
、
記
載
地
の
多
く
は
、
確
か
に
筆
者
の
聞
き
取
り
で
も
存
在
を
確

　
　
認
で
き
た
場
所
で
あ
る
。

　
⑦
　
他
と
い
う
の
は
、
町
か
村
か
の
記
載
が
な
い
も
の
。
た
だ
タ
イ
ッ
ネ
ー
は
町
に

　
　
入
れ
た
。
印
刷
不
鮮
明
、
譜
の
切
れ
目
が
難
解
な
部
分
も
あ
り
、
筆
者
の
読
み
が

　
　
絶
対
的
に
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
支
組
織
の
語
は
、
村
落
集
団
の
語
と
対
句
的

こ
の
点
か
ら
も
活
性
の
差
が
現
れ
た
と
い
え
る
。

　
　
に
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
て
が
町
へ
の
属
性
を
有
し
て
い
た
わ
け
で

　
　
は
な
い
。
村
に
置
か
れ
た
支
組
織
も
数
多
く
見
出
せ
る
。
こ
れ
は
、
「
ア
シ
ャ
ル

　
　
ー
ゲ
ー
各
カ
ヤ
イ
ソ
支
組
織
・
集
団
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
委
員
会
メ
ン
バ
ー
責

　
　
任
者
一
覧
」
（
六
六
六
～
七
五
五
頁
、
以
下
「
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
地
方
幹
部
一
覧
」

　
　
と
記
す
）
と
対
比
す
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
が
、
要
す
る
に
「
村
落
集
団
」
は
、
独

　
　
自
の
執
行
委
員
会
を
持
た
な
い
も
の
（
メ
ン
バ
ー
募
集
指
令
第
｝
号
に
見
ら
れ
る

　
　
よ
う
に
、
一
〇
〇
人
以
下
の
集
団
）
で
あ
り
、
一
〇
〇
人
を
超
え
れ
ば
支
粗
織
に

　
　
昇
格
し
、
執
行
委
員
会
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⑧
　
『
タ
マ
イ
ン
』
一
七
二
～
一
七
七
頁
。

　
⑨
　
例
え
ば
「
桜
井
徳
太
郎
（
少
将
）
日
記
」
（
防
衛
庁
戦
史
部
蔵
）
の
、
四
四
年

　
　
八
月
一
九
日
の
「
ア
キ
ャ
ブ
県
遊
撃
軍
」
、
一
一
月
一
〇
日
の
「
ア
ラ
カ
ン
土
昆
軍
」
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な
ど
の
記
載
。
他
に
『
砲
煙
シ
ッ
タ
ン
に
消
ゆ
』
（
菊
砲
第
五
・
甲
隊
戦
史
編
集
委

　
員
会
、
一
九
七
九
）
記
載
の
、
モ
ー
フ
ニ
ン
の
青
年
義
勇
隊
な
ど
。

⑩
前
掲
友
田
二
八
～
三
三
頁
。

⑪
目
ぎ
貯
勺
。
竃
覧
暮
こ
が
＝
■
ぎ
覧
。
『
．
≦
宥
瓢
ヨ
。
↓
難
く
。
巨
、
お
Φ
。
。
＼

　
一
㊤
◎
。
占
L
＝
、
．
窯
鍵
乙
ω
彗
営
こ
需
＄
一
ω
蜜
雛
o
o
一
昌
じ
ご
戸
主
影
一
〇
お
講
読
萌
、
、
〇
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

　
¢
融
く
①
「
甑
ξ
勺
お
ω
。
，
”
や
b
。
O
ω
’

⑫
例
え
ば
ウ
…
・
ペ
ー
タ
ソ
、
ウ
ー
ニ
ミ
ャ
セ
イ
ン
の
例
。

⑬
前
掲
ギ
ェ
ヨ
ッ
ト
ニ
九
二
頁
。
筆
者
の
手
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
確
か

　
に
民
族
・
学
生
運
動
関
係
者
が
、
ア
シ
ャ
に
入
り
、
地
方
幹
部
と
な
っ
た
と
い
う

　
例
が
多
数
得
ら
れ
た
。
そ
の
半
面
、
反
英
運
動
と
無
関
係
な
者
が
地
方
幹
部
と
な

　
つ
た
例
も
、
多
く
得
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
デ
ル
タ
の
ン
ガ
プ
ド
ー
町
支
組
織

　
で
は
、
元
情
報
責
任
者
の
ウ
・
パ
マ
ウ
ン
の
談
話
で
は
、
自
身
は
同
町
出
身
の
高

　
校
生
、
委
員
長
の
コ
ゥ
・
．
サ
ン
ミ
ャ
も
高
校
生
、
会
計
の
コ
ゥ
・
チ
ョ
ー
オ
ウ
ン

　
は
中
学
を
中
退
、
書
記
長
の
コ
ゥ
・
チ
ョ
ー
ミ
ソ
も
高
校
生
、
カ
ヤ
バ
ラ
の
コ
ゥ
・

　
ト
ゥ
ン
イ
ー
は
中
卒
者
だ
っ
た
が
、
特
に
学
生
運
動
と
の
繋
が
り
は
な
か
っ
た
と

　
い
う
。

⑭
『
タ
マ
イ
ソ
』
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
。

⑯
当
時
の
一
チ
ャ
ッ
ト
の
価
値
は
、
『
ビ
ル
マ
新
聞
』
圏
三
年
一
月
一
四
日
に
よ

　
る
と
、
公
価
で
タ
バ
コ
一
一
本
半
に
桐
当
。
ま
た
『
タ
マ
イ
ン
』
一
一
六
頁
で
は
、

　
…
ケ
月
の
生
活
費
は
一
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
程
度
だ
っ
た
と
い
う
。

⑯
　
　
『
タ
マ
イ
ソ
』
　
一
四
四
頁
。

⑰
　
『
タ
マ
イ
ン
』
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

⑱
　
『
タ
マ
イ
ン
』
一
五
一
～
｝
五
二
頁
、
一
七
一
頁
。
巡
回
の
具
体
例
は
、
シ
ャ

　
ソ
高
原
で
の
行
動
が
詳
し
い
。

⑲
な
お
B
工
A
（
四
二
年
七
月
解
散
）
と
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
と
は
、
反
撃
独
立
と

　
い
う
ス
ロ
…
ガ
ン
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
理
論
的
に
｝
定
規
模
の
メ
ン
バ
ー
の

　
重
護
が
予
測
で
き
る
。
実
際
、
『
フ
ー
ズ
フ
ー
』
は
、
ウ
ー
・
ユ
ー
サ
イ
ン
な
ど

　
の
移
行
例
を
記
し
、
ま
た
太
田
氏
も
、
特
に
B
I
A
か
ら
多
数
の
参
加
者
を
得
た

　
と
記
し
て
い
る
（
二
五
九
頁
）
。

⑳
無
二
磯
7
目
島
曾
．
、
し
q
ξ
ヨ
帥
n
筈
⑦
ω
雪
避
σ
q
8
剛
〇
二
民
。
娼
。
乙
。
ぎ
。
お
“
令

　
お
心
。
◎
二
お
q
◎
Q
ゆ
’
出
霞
蜜
a
①
。
・
ξ
、
。
α
o
α
＄
二
〇
昌
日
月
O
曲
o
o
・
同
書
は
主
に
イ
ギ
リ
ス

　
側
の
電
報
を
集
め
た
、
二
〇
〇
∩
）
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
。
大
史
料
集
。

＠
越
田
稜
編
『
ア
ジ
ア
の
教
科
書
に
轡
か
れ
た
臼
本
の
戦
争
』
東
南
ア
ジ
ア
篇
、

　
一
九
九
〇
、
梨
の
木
曽
、
｝
三
二
頁
に
よ
る
。

＠
　
ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
根
拠
に
、
両
者
の
人
気
差
の
原
因
を
、
実
用

　
的
で
楽
し
く
な
い
ウ
ン
ダ
ソ
に
対
し
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
活
動
が
「
楽
し
い
余

　
暇
」
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
纏
め
て
い
る
（
二
八
九
、
二
九
九
頁
な
ど
）
。
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第
三
章
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
か
ら
バ
ラ
サ
へ

第
一
節
　
対
日
蜂
起
と
の
関
わ
り

　
当
初
は
解
放
軍
扱
い
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
た
日
本
軍
も
、
そ
の
品
行
の
劣
悪
さ
に
加
え
、
泰
緬
鉄
道
の
建
設
に
駆
り
出
さ
れ
た
労
務
者
の
過
酷

な
労
働
事
情
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
急
速
に
人
気
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
排
日
気
運
の
中
タ
キ
ン
党
の
各
派
が
連
合
し
、
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一
九
四
四
年
八
月
に
は
秘
密
裏
に
大
同
団
結
組
織
・
パ
タ
パ
（
の
ち
パ
サ
パ
ラ
）
が
結
成
さ
れ
る
。
パ
サ
パ
ラ
は
、
ま
ず
日
本
を
追
い
出
し
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

次
に
イ
ギ
リ
ス
と
対
決
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
、
組
織
化
を
進
め
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
日
本
の
敗
勢
が
決
定
的
と
な
っ
た
四
五
年
三
月
に

対
日
蜂
起
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
研
究
史
上
、
パ
サ
パ
ラ
が
対
日
蜂
起
段
階
で
、
軍
以
外
に
十
分
な
大
衆
組
織
（
ア
シ
ャ
ル
…
ゲ
ー
を
含
め
て
）
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
は
、
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
分
か
れ
て
い
る
。
ビ
ル
マ
側
研
究
で
は
、
国
軍
支
配
を
正
当
化
す
る
旨
的
も
あ
り
、
大
衆
の
支
持
・
協
力
が
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
が
、
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
根
本
氏
は
、
大
衆
組
織
の
存
在
を
限
定
的
に
捉
え
て
い
る
（
主
根
拠
は
、
ビ
ル
マ
軍
側
原
史
料
に
、
大
規
模
さ
を
示
す
も
の
が
見
当
ら
な
い
こ
と
〉
。

こ
の
論
議
は
、
史
料
不
足
の
た
め
実
証
的
解
明
に
は
限
界
の
あ
る
課
題
で
あ
る
。
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
に
つ
い
て
も
、
断
片
的
文
献
史
料
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
ま
と
め
る
限
り
、
密
接
に
パ
サ
パ
ラ
と
関
わ
り
、
軍
と
共
に
バ
サ
パ
ラ
を
支
え
た
地
区
も
存
在
す
る
、
と
い
う
程
度
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
し
か
確
実
に
は
い
え
な
い
。

第
二
節
　
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
か
ら
バ
ラ
サ
へ

　
と
も
あ
れ
重
要
な
の
は
、
実
戦
参
加
の
規
模
が
ど
う
で
あ
れ
、
最
終
的
に
は
ア
シ
ャ
が
パ
サ
パ
ラ
の
主
力
構
成
者
の
一
つ
と
な
っ
た
事
実
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
。
例
え
ば
、
五
月
一
四
暇
の
パ
サ
パ
ラ
の
記
者
会
見
時
の
史
料
か
ら
は
、
パ
サ
パ
ラ
を
構
成
す
る
諸
組
織
の
中
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
五
月
二
九
日
の
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で
パ
サ
パ
ラ
側
と
交
渉
し
て
い
た
、
英
軍
の
リ
ン
ド
ッ
プ
准
将
の
報
告
で

は
、
．
諺
暮
7
閃
㊤
ω
o
溢
汁
ピ
①
9
σ
q
器
．
（
パ
サ
パ
ラ
の
こ
と
）
の
別
名
が
、
国
㊤
答
》
ω
す
嘱
。
ロ
夢
ぴ
①
ρ
α
q
口
①
．
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
『
タ
マ
イ
ン
』
も
、
四
～
六
月
頃
の
ア
シ
ャ
の
活
動
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
・
ア
シ
ャ
の
ヤ
ン
ゴ
ン
本
部
の
建
物
の
下
半
分
が
パ
サ

パ
ラ
本
部
に
な
っ
た
。
・
メ
ン
バ
ー
が
パ
サ
パ
ラ
の
た
め
に
地
方
へ
の
連
絡
に
行
っ
た
。
・
集
め
た
服
を
ビ
ル
マ
軍
に
渡
し
た
。
・
パ
サ
パ
ラ

が
対
馬
闘
争
の
た
め
支
部
づ
く
り
を
す
る
の
に
、
建
物
や
机
な
ど
を
探
し
、
ま
た
支
部
の
執
行
機
関
員
と
な
っ
た
。
・
反
英
集
会
、
ボ
イ
コ
ッ

ト
に
参
加
し
た
（
た
だ
し
、
個
々
の
話
は
具
体
的
だ
が
根
拠
は
示
さ
れ
ず
）
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
側
も
、
ア
シ
ャ
ル
：
ゲ
ー
の
メ
ン
バ
ー
を
各
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地
で
逮
捕
し
、
バ
ジ
ャ
ン
に
も
政
治
活
動
を
し
な
い
よ
う
勧
告
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
同
書
は
、
ア
シ
ャ
の
本
部
常
任
委
員
が
引
き
続
き
、
パ

ラ
ン
ガ
ー
ダ
ン
の
向
上
、
国
民
へ
の
奉
仕
、
独
立
の
力
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
パ
サ
パ
ラ
を
支
え
よ
う
と
し
て
、
七
月
二
八
日
に
は
第
三
回

ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
会
議
を
開
い
た
と
す
る
。
こ
の
時
、
ビ
ル
マ
独
立
と
復
興
の
た
め
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
名
を
パ
ラ
サ
と
変
え
て
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
を
決
め
、
ま
た
新
段
階
に
合
わ
せ
て
規
則
を
修
整
す
る
た
め
の
委
員
会
を
つ
く
っ
た
と
い
う
（
委
員
一
〇
人
の
う
ち
七
人
は
、
パ
ヅ

ヤ
ン
以
下
の
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
本
部
常
任
委
員
と
県
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
。
ま
た
、
パ
サ
パ
ラ
書
記
長
の
タ
キ
ン
・
タ
ソ
ト
ゥ
ソ
の
名
も
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
実
際
、
こ
の
時
期
に
バ
ジ
ャ
ン
は
、
パ
サ
パ
ラ
の
最
高
機
関
で
あ
る
行
政
委
員
会
に
も
加
わ
っ
て
い
た
（
ア
ゥ
ン
サ
ン
や
タ
ソ
ト
ゥ
ン
な
ど
｝
四

人
の
一
人
目
。
パ
サ
パ
ラ
首
脳
の
一
人
と
し
て
も
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
…
を
独
立
闘
争
に
導
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
九
月
一
四
田
の
ラ
ン

　
　
　
　
　
⑨

ス
総
督
の
見
解
で
は
、
バ
ジ
ャ
ソ
と
そ
の
青
年
組
織
は
、
共
産
党
（
タ
ン
ト
ゥ
ソ
以
下
パ
サ
パ
ラ
主
要
幹
部
の
多
く
が
所
属
）
並
み
に
有
力
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

　
話
を
『
タ
マ
イ
ン
』
に
戻
す
が
、
規
則
修
整
の
完
了
後
、
九
月
二
〇
臼
に
は
バ
ラ
サ
の
発
足
式
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
発
表
さ
れ

た
バ
ラ
サ
の
主
要
方
針
は
、
①
若
者
達
が
良
い
国
民
、
良
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
教
育
す
る
、
②
ビ
ル
マ
の
独
立
と
向
上
の
た
め
に
各
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
滅
私
的
に
尽
く
す
、
③
世
界
の
諸
国
家
、
諸
民
族
と
協
調
す
る
、
だ
っ
た
と
い
う
（
つ
ま
り
、
ア
シ
ャ
ル
…
ゲ
ー
の
根
本
方
針
と
ほ
ぼ
同
じ
）
。
ま

允
式
で
は
、
ア
ウ
ソ
サ
ン
ら
パ
サ
パ
ラ
首
脳
の
演
説
も
な
さ
れ
、
バ
ラ
サ
幹
部
の
発
表
も
な
さ
れ
た
と
い
う
。

　
そ
の
一
覧
は
以
下
の
通
り
。
（
）
内
は
元
の
役
職
。

　
①
委
員
長
↓
コ
ゥ
・
バ
ジ
ャ
ン
（
ア
シ
ャ
本
部
委
員
長
）
、
②
副
委
員
長
↓
コ
ゥ
・
チ
ョ
ウ
ソ
ブ
ソ
（
ア
シ
ャ
本
部
副
委
員
長
）
　
③
会
計
責
任
者
↓

コ
ゥ
・
タ
ー
ト
ゥ
（
ア
シ
ャ
本
部
会
計
責
任
老
）
　
④
書
記
長
↓
コ
ゥ
・
ミ
ョ
ウ
ア
ソ
（
ア
シ
ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
…
）
　
⑤
二
仏
、
ナ
バ
ラ
責
任
者
↓
コ

ゥ
・
ト
ゥ
ン
、
（
・
ン
（
ア
シ
ャ
本
都
下
ャ
ナ
バ
ラ
と
奉
仕
貴
任
者
）
　
⑥
奉
仕
責
任
者
↓
コ
ゥ
・
イ
ニ
ー
ニ
ュ
ソ
（
ア
シ
ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
　
⑦
カ
ヤ

バ
ラ
責
任
者
↓
コ
ウ
・
ク
ン
（
ア
シ
ャ
楽
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
　
⑧
情
報
責
任
者
↓
コ
ゥ
・
チ
ソ
マ
ウ
ン
（
ア
シ
ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
　
⑨
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
責
任
者
↓
コ
ゥ
・
セ
イ
ン
ト
ゥ
ン
（
ア
シ
ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
　
⑩
若
者
雑
誌
出
版
責
任
老
↓
コ
ゥ
・
マ
ゥ
ン
マ
ゥ
ソ
キ
ソ
（
ア
シ
ャ

96　（252）



東亜青年連盟（アシャルーゲー）の成長とビルマ独立への影響（武島）

県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
⑪
執
行
機
関
員
↓
コ
ゥ
・
テ
イ
ン
ウ
イ
ソ
（
ア
シ
ャ
本
部
奉
仕
と
情
報
責
任
者
）
　
⑫
執
行
機
関
員
↓
マ
・
オ
ウ
ン
（
ア
シ
ャ

本
部
女
性
部
副
委
員
長
）
⑬
執
行
機
関
員
↓
マ
・
イ
ー
チ
ニ
イ
ン
（
ア
シ
ャ
本
部
女
性
部
書
記
長
）
⑭
執
行
機
関
員
↓
コ
ゥ
・
ボ
ウ
ン
ミ
ン
（
ア
シ

ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）

　
ま
た
、
県
の
責
任
者
は
次
の
通
り
。

　
①
シ
ュ
エ
ボ
ゥ
と
モ
ウ
ン
ユ
ワ
ー
↓
コ
ゥ
・
タ
ソ
ニ
ェ
ン
（
ア
シ
ャ
本
部
事
務
責
任
者
）
　
②
マ
ン
ダ
レ
ー
と
サ
ガ
イ
ン
↓
コ
ゥ
・
タ
ン
ミ
ン

（
レ
ヅ
パ
ン
ダ
ソ
町
ア
シ
ャ
書
記
長
）
　
③
ミ
ソ
ジ
ャ
ン
と
パ
コ
ヅ
ク
ー
↓
コ
ゥ
・
チ
ソ
ス
エ
　
④
ミ
ン
ブ
ー
と
マ
グ
ェ
ー
↓
コ
ゥ
・
イ
（
ア
シ
ャ
、
、
、

ン
ブ
ー
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
　
⑤
メ
ェ
イ
弘
テ
ィ
ー
ラ
と
チ
ャ
ウ
ッ
セ
i
↓
コ
ゥ
・
チ
ョ
ー
ゾ
ー
（
ア
シ
ャ
本
部
事
務
員
）
　
⑥
ヤ
メ
ー
シ
ン
と
タ

ウ
ン
グ
ー
↓
コ
ゥ
・
シ
ニ
イ
ソ
フ
ラ
チ
ョ
ー
（
イ
ソ
セ
イ
ソ
町
ア
シ
ャ
書
記
長
）
　
⑦
バ
ゴ
ー
↓
コ
ゥ
・
テ
イ
ン
タ
ソ
　
⑧
イ
ソ
セ
イ
ソ
↓
コ
ゥ
・

チ
ョ
ー
イ
ン
（
ア
シ
ャ
イ
ソ
セ
イ
ン
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
⑨
タ
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
と
ヒ
ン
ダ
タ
…
↓
コ
ゥ
・
チ
ソ
マ
ウ
ソ
ニ
ュ
ン
（
、
・
・
ヤ
ウ
ン
、
、
、
ヤ
町
の

ア
シ
ャ
）
⑩
ピ
ィ
と
タ
イ
ェ
ヅ
↓
コ
ゥ
・
タ
ソ
マ
ウ
ン
（
ア
シ
ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
⑪
．
ハ
テ
ェ
イ
ソ
↓
コ
ヴ
・
チ
ソ
ト
ヴ
ソ
（
チ
ャ
ソ
ギ
ソ
町

ア
シ
ャ
委
員
長
）
　
⑫
ミ
ャ
ウ
ソ
ミ
ャ
↓
コ
ゥ
・
キ
ン
マ
ウ
ン
　
⑬
ピ
ャ
ー
ポ
ウ
ソ
と
マ
ウ
ビ
ソ
↓
コ
ゥ
・
タ
ソ
チ
ン
　
⑭
ハ
ン
タ
ー
ワ
デ
ィ
ー

↓
コ
ク
・
コ
ク
ジ
ー
　
⑮
ヤ
ソ
ゴ
ソ
↓
コ
ク
・
ボ
ウ
ソ
ミ
ソ
（
ア
シ
ャ
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
　
⑯
タ
ト
ウ
ソ
と
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ソ
↓
コ
ゥ
・
ソ
ク

　
⑪

ミ
ン
（
イ
ソ
セ
イ
ン
町
ア
シ
ャ
委
員
長
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
バ
ラ
サ
の
最
上
級
幹
部
の
ほ
ぼ
全
員
が
元
の
ア
シ
ャ
ル
：
ゲ
ー
の
幹
部
で
あ
り
、
特
に
本
部
常
任
委
員
は
、
元
の
中
心
グ

ル
ー
プ
（
本
部
常
任
委
員
と
、
そ
の
直
接
の
教
育
を
受
け
た
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
『
タ
マ
イ
ソ
』
は
さ
ら
に
、
本
部
が
持
っ
て

い
た
金
、
食
糧
、
机
や
椅
子
、
文
書
は
全
て
バ
ラ
サ
に
引
き
継
が
れ
、
六
〇
〇
以
上
に
な
っ
て
い
た
支
部
や
八
万
を
超
え
て
い
た
メ
ン
バ
ー
も

受
け
継
が
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
対
英
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
独
立
闘
争
に
協
力
し
た
と
記
し
、
話
を
結
ん
で
い
る
。
実
際
、
以

後
も
バ
ラ
サ
が
パ
サ
パ
ラ
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
や
、
宣
伝
活
動
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
（
タ
キ
ソ
・
タ
ソ
ト
ゥ
ソ
四
六
年
一
月
二
四
日

報
告
↓
．
ハ
ラ
サ
が
パ
サ
パ
ラ
会
議
に
参
加
。
『
ミ
ャ
ン
マ
ア
リ
ン
』
一
二
月
二
二
演
↓
．
ハ
ラ
サ
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
祝
賀
祭
に
参
加
。
『
ミ
ャ
ソ
マ
ア
リ
ン
』
五
月
二
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五
臼
↓
パ
サ
パ
ラ
会
議
に
参
加
。
英
側
犯
罪
調
査
局
五
月
三
一
日
報
告
↓
パ
サ
パ
ラ
会
議
に
参
加
。
『
ハ
ソ
タ
ー
ワ
デ
ィ
ー
』
七
月
二
五
日
↓
バ
ラ
サ
な
ど
が
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
⑬
⑭

サ
パ
ラ
の
下
で
団
結
。
『
ニ
ェ
ー
タ
イ
ム
ズ
オ
ブ
バ
ー
マ
』
四
七
年
九
月
二
八
日
↓
バ
ラ
サ
が
武
器
回
収
運
動
。
）
。

①
　
こ
の
頃
の
パ
サ
パ
ラ
の
動
勢
は
、
大
野
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
が
独

　
立
を
許
容
し
な
い
な
ら
武
装
闘
争
を
行
う
と
、
当
初
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
。

②
例
え
ば
、
前
掲
の
国
定
教
科
書
、
前
掲
、
、
し
尊
母
ヨ
㊤
琶
飢
O
窪
曾
9
緊
①
≦
営
、
、
い

」
窪
。
謝
、
貯
凱
謬
目
罵
p
、
．
℃
e
。
り
ω
、
欝
け
智
”
一
、
碧
受
。
”
け
．
窪
p
楠
。
質
Ψ
諺
．
貯
冨
貯
”

　
ω
．
0
3
貯
”
、
．
お
O
Q
。
ヤ
一
．
拶
諺
り
。
。
壱
。
蜜
凶
3
　
d
冨
日
ヨ
一
冨
q
u
d
騨
§
属
ロ
．
．
昌
拓

　
3
0
富
。
｛
讐
。
国
。
〈
o
一
瞬
一
8
、
”
一
8
押
Ω
o
＜
o
二
野
。
直
入
臥
曇
一
瓢
G
q
勺
漬
る
α
。
。
．

③
　
根
本
敬
「
ビ
ル
マ
抗
目
闘
争
の
史
的
考
察
」
、
共
著
『
東
南
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
・
ナ

　
リ
ズ
ム
に
お
け
る
都
市
と
農
村
』
、
一
九
九
一
、
東
京
外
大
。
が
、
全
体
を
見
通

　
し
得
る
一
次
史
料
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
暫
定
的
提
言
で
あ
る
。

④
例
え
ば
メ
ェ
イ
ッ
テ
ィ
ー
ラ
の
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
側
回
想
・
回
想
記
だ
け
で
な

　
く
、
懸
軍
の
原
史
料
（
四
五
年
五
月
一
一
日
付
第
一
四
軍
報
告
一
前
掲
『
パ
ー
マ
駄

　
所
収
）
か
ら
も
、
ア
シ
ャ
の
軍
支
援
を
裏
付
け
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。
『
タ
マ
イ

　
ソ
』
は
、
ア
シ
ャ
の
対
日
戦
参
加
者
か
ら
一
七
の
回
想
記
を
集
め
（
八
二
六
～
八

　
三
一
頁
）
、
判
明
す
る
限
り
の
も
の
と
し
て
、
　
一
四
二
人
の
戦
死
者
の
名
前
・
戦

　
死
日
・
場
所
・
死
の
状
況
を
一
覧
化
し
て
い
る
（
八
三
二
～
八
四
五
頁
）
。

⑤
　
こ
の
史
料
は
根
本
前
掲
論
文
（
｝
六
〇
頁
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
ビ
ル
マ
国

　
防
省
所
蔵
∪
為
り
謁
）
。
他
に
『
タ
イ
ム
ズ
』
四
五
年
五
月
三
一
日
も
、
こ
の
記

　
者
会
見
を
取
り
上
げ
、
ア
シ
ャ
が
バ
サ
パ
ラ
の
一
員
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

⑥
前
掲
『
パ
ー
マ
』
所
収
。

⑦
　
以
下
の
『
タ
マ
イ
ソ
』
の
記
載
は
、
五
六
四
～
五
八
八
頁
に
よ
る
。

⑧
　
四
五
年
一
二
月
一
七
日
や
、
四
六
年
五
月
三
一
日
の
英
側
犯
罪
調
査
局
の
報
告

　
に
よ
る
（
共
に
『
パ
ー
マ
』
所
収
）
。
な
お
バ
ジ
ャ
ン
は
、
そ
の
後
ア
ウ
ン
サ
ソ

　
が
行
政
参
窮
会
を
つ
く
る
と
、
そ
の
労
相
と
な
り
、
以
後
も
閣
僚
を
歴
任
し
た
。

⑨
『
パ
ー
マ
』
所
収
。

⑩
　
バ
ラ
サ
の
歌
①
（
『
タ
マ
イ
ン
』
入
〇
五
頁
所
収
）
で
も
、
独
立
、
バ
ラ
ン
ガ

　
ー
ダ
ン
向
上
、
他
国
と
の
協
調
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

⑪
コ
ゥ
・
ソ
ゥ
ミ
ン
は
、
後
に
バ
ラ
サ
書
記
長
と
な
っ
た
（
本
人
、
ウ
ー
・
タ
ン

　
ト
ゥ
ン
、
ド
ー
・
イ
ー
チ
ェ
イ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
。
氏
の
談
話
で
は
、
こ

　
の
時
も
本
部
で
バ
ラ
サ
の
県
責
任
者
の
講
習
が
あ
り
、
バ
ジ
ャ
ン
や
タ
ー
ト
ゥ
か

　
ら
直
接
に
、
バ
ラ
ン
ガ
ー
ダ
ソ
や
空
手
、
ス
ピ
ー
チ
の
訓
練
を
受
け
た
と
い
う
（
期

　
間
は
三
ケ
月
送
）
。

⑫
　
タ
ン
ト
ゥ
ン
メ
モ
と
犯
罪
調
査
局
報
街
と
『
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ズ
』
は
『
パ
ー
マ
』

　
所
収
。
他
は
．
、
σ
o
U
o
ロ
リ
僧
鐸
葛
、
醇
『
納
ご
＝
⇔
～
望
。
”
o
o
”
σ
雪
”
き
．
鐸
一
鋭
慧
ロ

　
諺
．
紀
葺
『
一
山
？
ミ
、
、
（
曇
。
－
き
冤
9
ド
”
＝
ω
、
≦
ρ
お
Q
。
P
び
Φ
σ
q
窪
ω
甲
殴
り
）
所

　
収
－
同
書
は
遇
燕
岳
の
新
聞
集
。
ま
た
バ
ジ
ャ
ン
の
回
想
で
も
、
組
織
は
四
八
年

　
宋
ま
で
パ
サ
パ
ラ
の
．
舘
解
く
Φ
巴
。
ヨ
⑦
暮
、
と
し
て
続
い
た
と
あ
る
（
前
掲
ケ
イ

　
デ
ィ
ー
四
六
五
頁
）
。

⑱
た
だ
し
実
際
に
は
、
バ
ラ
サ
か
ら
は
す
ぐ
に
共
産
勢
力
（
最
も
急
進
的
に
対
英

　
闘
争
を
行
っ
た
）
が
分
離
す
る
。
こ
れ
は
以
後
の
内
戦
の
原
因
と
も
な
り
、
現
代

　
政
治
に
直
接
に
関
わ
る
問
題
の
た
め
、
一
次
史
料
で
跡
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
そ
の
た
め
参
考
程
度
の
指
摘
に
と
ど
め
る
が
、
既
に
ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
は
、
イ
ン
タ
ビ

　
ュ
ー
を
根
拠
と
し
て
、
ア
シ
ャ
の
最
初
の
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
半
分
が
、
共
産

　
軍
に
「
献
身
」
し
た
と
記
し
て
い
る
（
二
九
六
頁
）
。
ま
た
筆
者
が
、
元
プ
ラ
イ

　
ベ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
生
の
ウ
ー
・
タ
ン
ト
ゥ
ン
（
氏
入
穿
、
共
産
軍
入
り
）
に
尋

　
ね
た
と
こ
ろ
、
先
の
バ
ラ
サ
の
県
責
任
者
の
う
ち
、
①
③
⑤
⑥
⑧
⑬
⑭
が
共
産
軍

　
入
り
し
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
例
え
ば
ピ
ャ
…
ポ
ウ
ン
町
ア
シ
ャ
ル
；
ゲ
…
支
組

　
織
委
員
の
中
で
は
八
人
が
、
隅
町
の
共
産
勢
力
幹
都
に
転
じ
、
一
般
メ
ン
バ
ー
の

　
約
半
分
が
そ
れ
に
従
う
な
ど
、
様
々
な
葺
例
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
詳
し
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い
二
黒
は
珊
の
畿
会
に
護
り
た
い
⇔

⑭
ま
た
バ
ラ
サ
か
ら
、
パ
サ
パ
ラ
自
体
に
入
る
者
や
、
P
V
O
（
四
五
年
秋
に
置

　
か
れ
た
パ
サ
パ
ラ
の
私
兵
的
組
織
）
に
転
化
す
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て

　
お
く
（
そ
の
際
、
ア
シ
ャ
時
代
の
軍
裏
訓
練
が
役
立
っ
た
と
い
え
る
）
。
例
え
ば

　
『
フ
ー
ズ
フ
ー
隔
は
、
ア
シ
ャ
の
パ
コ
ッ
ク
支
部
長
だ
っ
た
ウ
ー
・
セ
イ
ソ
フ
ラ

は
㌔
レ
ジ
入
タ
ン
入
参
加
後
、
匹
五
～
四
六
年
に
同
地
区
パ
サ
パ
ラ
の
．
一
）
「
窃
7

α
基
け
．
に
な
っ
た
な
ど
の
事
例
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
ケ
イ
デ
ィ
ー
は
、
バ
ジ
ャ

ン
の
回
想
に
依
拠
し
つ
つ
、
バ
ラ
サ
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
精
神
の
点
で
、
P
V

O
の
や
や
ベ
テ
ラ
ン
に
密
接
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
（
。
ざ
ω
①
ぞ
騨
塗
智
冨
O
）
と
記

し
て
い
る
（
五
一
九
頁
）
。

東亜青年連盟（アシャルーゲー）の成長とビルマ独立への影響（武島）

ま
と
め
と
展
望

　
以
上
兇
て
き
た
よ
う
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
は
、
戦
前
の
民
族
・
学
生
運
動
の
指
導
者
（
特
に
タ
キ
ン
）
を
本
部
・
地
方
の
幹
部
に
含
み
込
み

な
が
ら
成
立
し
、
組
織
と
し
て
調
度
化
を
進
め
、
日
本
敗
退
後
は
パ
サ
パ
ラ
の
対
英
独
立
闘
争
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
パ
サ
パ
ラ

の
組
織
化
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
一
九
四
五
～
四
六
年
地
点
で
は
、
そ
の
比
重
は
極
め
て
高
く
、
規
病
的
に
は
最
有
力
組
織
だ
っ
た
と
い
え

る
。　

で
は
、
そ
の
歴
史
的
意
義
は
ど
う
纏
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
検
討
す
べ
き
は
、
戦
前
の
民
族
・
学
生
運
動
の
高
次
化
に
ど
の
程
度

貢
献
で
き
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
戦
前
の
反
植
民
地
闘
争
を
位
置
付
け
る
際
の
一
次
史
料
が
、
質
量
共
に
限
定
さ
れ
、
組
織

化
の
度
合
い
の
明
確
化
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
厄
介
な
作
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
視
角
を
数
点
に
絞
り
、
そ
の
解
答
を
展
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
ア
ウ
ソ
サ
ソ
、
バ
モ
オ
、
テ
イ
ソ
ペ
ー
ミ
ソ
、
ウ
ー
．
バ
ス
ェ
ら
、
ビ
ル
マ
人
活
動
家
自
身
の
回
想
で
も
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
側

の
一
般
的
な
感
応
で
も
・
戦
前
の
鼠
由
ブ
ロ
ヅ
ク
や
タ
キ
ソ
の
大
衆
組
織
化
の
度
合
い
は
・
相
対
視
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
ら

は
、
あ
く
ま
で
主
観
が
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
「
特
に
ビ
ル
マ
側
の
も
の
は
、
彼
ら
の
政
治
的
正
統
性
を
逆
に
引
き
下
げ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

な
さ
れ
た
発
言
．
記
述
で
あ
る
。
故
に
、
客
観
的
事
実
を
表
し
て
い
る
可
能
性
は
高
く
、
そ
れ
な
ら
ば
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
！
の
よ
う
な
愛
国
独

立
を
謳
う
活
動
的
大
組
織
の
登
場
の
、
ビ
ル
マ
独
立
へ
の
貢
献
は
大
き
い
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
ア
シ
ャ
ル
！
ゲ
ー
が
、
　
一
本
の
命
令
系
統
を
持
つ
組
織
だ
っ
た
と
い
う
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
戦
前
の
タ
キ
ン
が
各
派
閥
の
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③

総
称
で
あ
り
（
ア
ウ
ソ
サ
ン
も
一
派
の
有
力
者
に
す
ぎ
な
い
）
、
方
向
性
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
バ
ジ
ャ
ソ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

当
初
は
、
単
鳳
の
青
年
組
織
を
つ
く
る
の
を
不
可
能
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
の
も
、
そ
れ
以
前
の
こ
の
種
の
団
体
に
は
、
統
一
性
が
不
足
し

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
故
に
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
が
強
固
な
求
心
力
を
持
ち
、
五
～
六
万
人
か
ら
な
る
一
枚
岩
の
組
織
と
し
て
成
立

し
た
こ
と
は
、
組
織
面
で
の
高
次
化
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
活
動
者
（
恒
常
的
な
も
の
）
の
増
加
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
算
定
基
準
を
確
立
さ
せ
難
い
た
め
容
易
に
は
結
論
は
出
せ
な
い
。
が
、

ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
に
は
、
ソ
ガ
プ
ド
ー
の
よ
う
に
幹
部
レ
ベ
ル
に
さ
え
元
々
民
族
運
動
と
無
関
係
だ
っ
た
者
が
多
い
支
部
が
存
在
す
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
新
た
に
独
立
闘
争
に
組
み
入
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
確
か
に
幾
許
か
存
在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
い
え
る
。
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本
論
は
、
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
占
領
の
現
地
側
へ
の
影
響
を
問
う
一
里
塚
と
し
て
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ

課
題
は
多
い
。
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
自
体
ま
だ
全
て
を
論
じ
尽
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
戦
前
の
民
族
・
学
生
運
動
の
状
況
も
、
よ
り
正
確
に

把
握
し
て
い
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
罰
則
の
有
無
（
そ
の
履
行
法
）
、
支
部
展
開
の
詳
細
、
加
入
者
の
活
動
レ
ベ
ル
ご
と
の

数
を
数
値
化
し
、
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
ー
の
も
の
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ビ
ル
マ
に
見
ら
れ
る
現
象
の
、
日
本
占
領
下
に
あ
っ
た
他
地
域
で
の
起
否
の
有
無
の
究
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
ぱ
ジ
ャ
ワ
の
青
年
団
は
、
ビ
ル
マ
同
様
に
「
心
身
訓
練
」
や
軍
事
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
カ
ナ
ヘ
レ
ら
は
特
に
そ
の
軍
事
・
精
神
訓
練
が
戦

後
に
も
た
ら
し
た
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
対
し
て
倉
沢
愛
子
氏
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
根
拠
に
、
訓
練
は
お
ざ
な
り
で
あ
ま
り
若
者
を
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
、
そ
の
意
味
で
は
評
価
は
高
く
な
い
。

　
筆
者
と
し
て
は
、
今
後
、
ベ
ト
ナ
ム
の
事
例
の
位
置
付
け
な
ど
も
含
め
、
実
態
把
握
・
組
織
分
析
を
進
め
た
上
で
、
比
較
（
比
較
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

な
ら
ば
）
・
検
討
を
行
う
抱
負
を
持
っ
て
い
る
。

　
①
　
ア
ゥ
ン
サ
ソ
の
四
五
年
八
月
二
九
日
演
説
で
は
、
大
衆
喚
起
の
困
難
さ
へ
の
苛
　
　
　
　
　
立
ち
が
、
三
十
人
志
士
の
日
本
行
き
の
一
因
に
な
っ
た
と
発
雷
さ
れ
て
い
る
（
戸
二

、
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ρ
、
一
＝
一
ご
『
＾
σ
o
U
o
戸
る
窪
ロ
。
，
、
き
晒
茸
。
冒
．
σ
ミ
壽
＝
回
芝
臼
．
．
一
〇
謡
噂
ω
9
ぐ
こ
σ
。
＝

　
ヨ
ρ
7
や
◎
。
）
。
ま
た
テ
イ
ソ
ペ
ー
ミ
ソ
は
、
自
分
達
の
組
織
力
・
猪
轟
性
は
欠
如

　
し
て
い
た
と
し
（
昏
O
貯
”
℃
O
日
覧
昌
9
、
．
け
9
璽
日
課
①
二
（
巴
勲
旨
P
貯
α
q
曽
コ
楼
O
…
鋒
≦
O
”

　
o
胃
1
9
5
望
僧
”
、
．
上
り
α
⑪
層
《
o
一
昌
。
舞
～
　
嵩
帥
研
騨
や
ρ
℃
●
ω
○
○
）
、
　
バ
モ
↓
ゐ
は
肉
口
出
…
。
フ
ロ
ッ
ク

　
の
指
導
力
が
解
体
状
態
だ
っ
た
と
記
し
（
．
ハ
モ
オ
／
横
堀
洋
一
腕
ビ
ル
マ
の
夜
明

　
け
』
、
一
九
七
三
、
太
陽
出
版
、
一
四
八
頁
）
、
ウ
i
・
バ
ス
ェ
は
一
貫
し
た
各
派

　
不
統
一
の
状
況
を
記
し
て
い
る
（
O
し
ご
9
ω
≦
①
．
．
6
【
δ
切
母
旨
窃
。
涛
。
＜
o
｝
葺
一
8
、
．

　
吊
り
切
b
ρ
㌧
℃
8
℃
5
。
の
い
搾
。
δ
ε
円
o
O
o
ヨ
き
謬
8
0
㌘
類
。
霧
。
㌔
H
）
や
ω
ω
1
ω
も
n
）
。
他
に

　
元
南
機
関
員
の
泉
谷
氏
に
よ
る
と
、
一
二
十
入
志
士
側
は
脱
出
二
三
、
地
下
運
動
が

　
「
何
ら
の
希
望
も
な
く
前
途
は
暗
澹
た
る
も
の
」
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
た
と
い
う

　
（
泉
谷
前
掲
書
、
一
五
四
～
一
五
五
頁
）
。

②
イ
ギ
リ
ス
は
再
来
蒔
に
も
、
何
等
タ
キ
ン
の
立
場
を
認
め
な
い
「
ビ
ル
マ
白
書
」

　
で
臨
ん
だ
。
　
コ
リ
ス
（
窯
髄
O
o
長
。
。
．
、
ピ
僻
無
彗
α
コ
尻
無
貯
じ
d
琴
曲
9
㌧
一
譲
7

　
ぢ
幽
○
。
．
、
一
〇
ω
ρ
句
8
興
P
円
】
α
男
費
σ
賃
b
や
一
㊤
O
）
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
側
の
タ
キ

　
ソ
観
を
、
ス
ミ
ス
総
督
の
見
解
を
例
に
、
「
民
衆
の
極
小
部
分
し
か
代
表
し
な
い
、

　
と
る
に
足
ら
ぬ
愚
鈍
な
馬
鹿
者
ど
も
」
と
の
言
葉
で
纏
め
て
い
る
。

⑧
例
え
ば
矢
野
徹
氏
は
「
暖
昧
な
共
同
戦
線
」
と
表
現
し
、
五
派
に
分
類
し
瓢
覧

　
蓑
化
し
て
い
る
（
閑
．
タ
イ
・
ビ
ル
マ
現
代
政
治
史
研
究
』
、
　
九
六
八
、
京
大
東
南

　
ア
ジ
ア
研
、
三
三
三
頁
）
。

④
　
前
掲
ギ
ュ
ヨ
ッ
ト
ニ
九
二
頁
。
友
圏
回
想
記
で
も
、
バ
ジ
ャ
ソ
、
ウ
ー
・
テ
イ

　
ン
、
フ
ラ
シ
ュ
エ
の
い
ず
れ
も
が
、
ア
シ
ャ
の
設
立
案
を
見
て
、
既
存
の
各
種
醐

　
体
の
統
含
は
困
難
だ
と
反
論
し
た
と
あ
る
（
二
七
、
二
九
頁
）
。

⑤
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
S
・
カ
ナ
ヘ
レ
／
後
藤
・
近
藤
・
白
石
『
環
本
軍
政
と
イ
ン
ド
ネ

　
シ
ア
独
立
』
、
｝
九
七
七
、
鳳
出
版
、
一
二
四
～
コ
ニ
ー
頁
な
ど
。

⑥
　
倉
沢
愛
子
『
日
本
占
領
下
の
ジ
瀞
、
ワ
農
村
の
変
容
』
、
　
一
九
九
二
、
草
思
社
、

　
三
〇
八
～
三
一
八
頁
。

⑦
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
教
科
書
で
は
、
日
本
占
領
期
の
利
点
と
し
て
青
年
団
へ

　
の
軍
事
教
練
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
（
ス
ロ
ト
／
伊
東
笹
目
『
世
界
の
歴
史
教
科
書

　
シ
リ
…
ズ
』
三
二
、
　
｝
九
八
三
、
帝
国
書
院
）
、
　
こ
れ
は
カ
ナ
ヘ
レ
論
文
の
補
強

　
に
な
り
得
る
。

⑧
古
田
元
央
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
二
本
占
領
下
で
形
成
さ

　
れ
た
合
法
的
青
年
運
動
が
、
大
戦
後
の
独
立
闘
争
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

　
い
う
。

（
名
古
屋
大
学
火
学
院
博
士
後
期
課
程
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The　lnfluence　of　the　East　Asia　Youths’　League　（osha．　lune）

　　　　　　　　　　on　Burmese　lndependence　Movements

by

TAKEsHIMA　Yoshinari

　　This　paper　attempts　to　explore　tiie　significance　of　Japanese　occupation

in　Southeast　Asia　by　examining　the　role　of　the　East　Asia　Yorths’　L　eague

（esha．　lulje），　formed　in　Burma　under　Japanese　rule．　Thougk　an　instit－

utional　analysis，　the　process　of　the　League’s　formation　and　growth　into

a　large，　popular　organization　with　a　membership　of　fifty　to　sixty　thousand

is　chronicled．　During　the　post－war　period，　the　League　became　one　of

the　most　powerful　organizations　in　Burrna　and　contributed　to　the　AFPFL’＄

resistance　to　the　British　Ernpire．　Because　nationalist　leaders　such　as

Bogyou　Aung　San　confessed　that　prior　to　the　war　the　popularization　of

the　Thakin　parry　had　been　exceedingly　dithcult，　the　significance　of　a

popular　mass　organization　such　as　the　League　should　be　manifest．　ln

short，　the　League　helped　prope！　the　cause　of　Burmese　independence．

The　Origin　and　Development　of　the

　　　　　　　　Trotskiites　in　China

by

KiKucm　Kazutaka

　　The　Trotskiite　faction　of　the　Chinese　Communist　Party　was　primarily

composed　of　those　Chinese　who　had　studied　abroad　in　Moscow，　and

followers　of　Ch’ ?ｎ　Du－xiu（陳独秀），　who　had　been　expelled　from　the

Chinese　Communist　Party．　ln　their　struggle　against　Stalin　and　the

bureaucratic　control　of　Comintern，　the　Trotskiites　emphasized　democracy，

an　d　furthermore　increasingly　cri’ticized　the　Soviet　Union　for　promoting

its　national　interests　at　the　expense　of　world　communism．　Although

the　move　of　the　Chinese　Communist　Party　lfrom　urban　areas　to　the

countryside　was　to　lay　the　groundworl〈　for　the　ultimate　success　of　the

（312）




